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挨 拶 平澤威男 国立極地研究所長(9:50～10:00)
● 磁 気 圏1(10:00～11:15) (座長 湯元清文)
1-Ol　Yan　 Li　 (学振 特 別 研究 員)湯 元 清 文(九 大 ・理)糸 長 雅 弘(山 口 大)篠 原 学 ・北 村 泰 一(九 大 ・理)
　 　　　 Equatorial　 Pi2's　as　indicators　of　substorms　 and　the　relation　between　 dayside　and　nightside　pi2's
1-02魚 住 禎 司 ・湯 元 清 文(九 大 ・理)　 S.1.Solovyev(IKFIA)　E.F.Vershinin(KIR)　S-1.AkasofU'
　 　 J.　V.　01son　 (UAF)
Pi2に 伴 う磁 気 的 エ ネ ル ギ ー の 伝 播 特 性:　 Part　2
1-03桜 井 亨 ・利 根 川 豊 ・北 川 拓 也(東 海 大)向 井 利 典 ・鶴 田 浩 一 郎(宇 宙 研)國 分 征(名 大STE研)
　 　 　　 ULF　 wave　 activities　near　the　magnetopause　 observed　 during　the　February　 1,　1998　magnetic　 storm
1-04細 川敬祐 ・荒木 徹(京 大 ・理)家 森俊彦 ・亀井豊永(京 大 ・地磁気世界資料解析セ ンター)
伊藤克彦(日 本アイ ・ピー ・エ ム)
GMC　 (GeosynchronousMagnetopauseCrossing)時 の地上磁場変動の解析
1.05中 田裕之(京 大 ・理)藤 田 茂(気 象大)糸 長雅弘(山 口大 ・教)吉 川顕正(九 大 ・理)
磁気圏電離圏結合系における固有振動の地上磁場擾乱について:ダ イポールモデルの場合
〃〃〃〃/z休 憩(10分)-〃 〃〃〃/
● 磁 気 圏2(11:25～12:25) (座長 利根川 豊)
1-06宮 岡 宏(極 地研)竹 下 秀(東 海大)海 老原祐輔(総 研大)
ディスクリー トアークの2次 元微細構造と時間発展
1-07吉 田直文(東 北大 ・理)渡 部重十(北 大 ・理)福 西 浩 ・坂野井 健(東 北大 ・理)向 井利典 ・
松岡彩子 ・早川 基(宇 宙研)・ 笠原禎也(京 大 ・工)藤 井良一 ・野澤悟徳 ・小川泰信(名 大STE研)
inverted-V領 域における低エネルギーイオンアウトフローの微細構造
1-08芳 原 容 英(電 通 大)　 V.　Y.　Trakhtengerts・A.　 G.　Demekhov　 (ロ シ ア科 学 ア カ デ ミ ー)早 川 正 士(電 通 大)
　 　 　 　 Fomation　 of　electron　 beams　 under　 the　interaction　 of　a　whistler　 wave　 packet　 with　 the　radiation　 belt　electrons
1-09芳 原 容 英(電 通 大)　 V.　Y.　Trakhtengerts・A.　 G.　Demekhov　 (ロ シ ア科 学 ア カ デ ミー)早 川 正 士(電 通 大)
　　 　　 Cyclotron　 amplification　 of　whistler　waves　 by　electron　beams　 in　an　inhomogeneous　 magnetic　 field
－111　
〃!〃〃〃 別昼 食(60分)‖ 〃〃/〃〃
● 磁 気 圏3(13:25～14:40) (座長 長妻 努)
1-10門 倉 昭 ・江 尻 全 機(極 地 研)金 田 栄 祐 山 本 達 人 小 口 高 　 M.　Pinnock　 (BAS)
　 　 　 　 Muhi-instrument　 study　of　a　substorm　 which　 occured　after　a　long　quiescent　periOd　1.　growth　 phase　features
1-11宮 岡 宏(極 地研)
DMSP衛 星可視画像データ(OLS)に よるグローバ ルオーロラダイナ ミックス
1-12楊 恵 根 ・佐 藤 夏 雄(極 地 研)巻 田和 男(拓 殖 大)菊 池 雅 行 ・鮎 川 勝(極 地 研)
胡 紅 橋(武 漢 大)劉 瑞 源(中 国 極 地 研)
　　　 　　Periodic　phenomena　 in　post-noon　 aurorae　observed　 at　Zhongshan,　 Antarctica
1-13三 宅 亙(通 総研)喜 岡理砂(通 総研、学芸大)伊 藤正貴(学 芸大)向 井利典(宇 宙研)
「あけぼの」衛星で同時に観測されたイオンビームと沿磁力線上向き電子 ビーム
1-14山 本 降(東 大)井 上祥史(愛 知技術短大)
EXOS-D　 MGFデ ー タによる夜働領域1沿 磁力線電流の空間構造の解析
〃〃〃〃/n休 憩(10分)s〃 〃〃〃!
● 磁 気 圏4(14:50～16:20) (座長 小原隆博)
1-15恩 藤忠典(宇 宙地球環境研)
磁気嵐中のAE活 動
1-16岡 田 興 太 ・湯 元 清 文(九 大 ・理)
Locations　 of　Dusk-to-Dawn　 Cross-tail　 Current　 Dedu㏄ed　 from　 the　Magnetic　 Variations　 at　GOES-5　 During　 the
　 　 　　 　 Substorm　 Onsets.
1-17田 光江 ・小原隆博(通 総研平磯)富 田 二三彦(通 総研)
宇宙環境 モニター　(GMS!SEM)デ ー タ受信システムの開発 とデー タベースの構築
1-18海 老 原 祐 輔(総 研 大)江 尻 全 機(極 地 研)
　 　 　 　 MOdeling　 of　solar　wind　control　of　the　ring　current　buildup:　A　case　study　of　the　magnetic　 storms　 in　April　1997
1-19福 島 直(東 大OB)
夏季における極域地磁気鉛直分力値の減少を電離圏中のB× ▽Bド リフ ト電流で説明する試み
1-20坂 翁 介(久 留 米 高 専)
Does　 auroral　 break-up　 take　 place　in　low－ β　or　in　high－ βregion　 ?
〃〃〃〃/n休 憩(10分)n〃 〃〃〃/
一1V一
● 磁 気 圏5(16:30～17:30) (座長 西谷 望)
1-21斎 藤尚生(東 北大 ・OB)佐 藤夏雄(極 地研)
オーロラ嵐の2種 類の太陽発生源
1-22江 尻全機 ・麻生武彦(極 地研)　 Ake　Steen　(ス ウェーデ ンスペース物理研究所)
EISCATレ ーダーおよび地上光学観測に呼応 したスウェーデンにおけるARC　 (AuroralRocket
Campaign)　 ロケ ット実験計 画
1-23長 妻 努 ・小原 隆博 ・石橋 弘光(平 磯宇宙環境セ ンター)
南北両磁極領域地磁気変動の リアルタイムモニ ター計画





2・Ol佐藤康之 ・森岡 昭 ・三澤浩昭 ・大家 寛(東 北大 ・理)
高緯度磁気圏における電子密度の統計分布
2-02松 尾敏郎 ・西村恒人(京 大)木 村磐根(大 阪工大)
上方伝搬するオーロラヒスの伝搬ベクトル解析
2-03大 山伸一郎(名 大STE研)石 井 守(通 総研)野 澤 悟徳 ・S.　Buchert・ 藤井良一(名 大STE研)
磁力線方向のイオ ン速度 および中性風に与える電離圏加熱の影響
2-04斎 藤 享 ・野 澤 悟 徳 ・S.　C.　Buchert・ 藤 井 良 一 ・松 浦 延 夫(名 大 ・STE研)　 A.Brekke(ト ロ ム ソ 大)
Pedersen　 current　 carried　by　 electrons.　 -　Analysis　 by　using　 EISCAT　 CP　 data　and　quasi-linear　 theory.一
2-05麻 生武彦 ・堤 雅基(極 地研)
EISCAT!MF!MW!MST/HFレーダーによる北極圏超高層大気 ダイナ ミックスの研究
2-06堤 雅基(極 地研)　 D.HoldSwonh　 (AIRAD)




2-07田 口 真 ・岡野章一(極 地研)
昭和基地における熱圏風 速 ・温度観測用 ファブリーペ ローイメージャーの開発
2-08川 原琢也 ・北原 司 ・小林史利 ・斎藤保典 ・野村彰夫(信 州大 ・工)
ナ トリウム温度 ライダーを用いたメソポーズ観測:初 期結果
2-09　 A.　P.　Nickolaenko　 ・早 川 正 士 ・芳 原 容 英(電 通 大)
Schumann　 resonan㏄amplitude　 and　global　 lightning　 activity
2-10　 A.　P.　Nickolaenko・ 早 川 正 士(電 通 大)
　 　 　 　 Choosing　 the　place　 for　the　global　 Schumann　 resonance　 monitoring
〃〃〃〃/別 昼 食(65分)m!〃 〃〃〃
● ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン13:00～14:30
P-01塩 川和夫 ・加藤泰男 ・佐藤 貢 ・江尻 省 ・小川忠彦(名 大STE研)岡 野章一(極 地研)
積分球及びスペ ク トロメータを用いた全天カメラ、掃天 フォ トメー タの校正
P-02菊 池雅行(極 地研)小 野高幸(東 北大 ・理)木 山喜隆(新 潟大 ・理)楊 恵根(極 地研)
劉 瑞源(中 国極地研)佐 藤夏雄(極 地研)
中国中山基地における高速スキャニングフォトメータを用いたオーロラ光学観測
P-03行 松 彰(極 地研)　 MikePinnock　 (BAS)　 渡辺正和 ・山岸久雄 ・佐藤夏雄(極 地研)
急激な惑星 間空間磁場の変化に対する電離層カスプの応答 について
P-04渡 辺 正 和 ・佐 藤 夏 雄(極 地 研)　 R.　A.　Greenwald　 (APL)　 R.　L.　Rairden　 (Loc㎞ ㏄d　Polo　Alto
　 　 Laboratories)　 M.Pinnock(BAS)
サ ン ア ラ イ ン ドア ー ク に 伴 い 観 測 さ れ る夜 側 極 冠 域 太 陽 方 向 プ ラ ズ マ 流
P-05坂 野井 健 ・福 西 浩(東 北大 ・理)佐 藤夏雄 ・山岸久雄 ・行松 彰(極 地研)
ファブリペ ロー ドップラーイメージャーとHFレ ーダー同時観測 による 極域熱圏中性風 とプラズマ
ドリフ トの関係
P-06坂 翁 介(久 留 米 高 専)北 村 泰 一 ・立 原 裕 司 ・篠 原 学(九 大 ・理)　 N.B.Trivedi　 (INPE)
佐 藤 夏 雄(極 地 研)　 M.Ruohoniemi・R.Greenwald　(JHUAPL)
　 　　 　 Simultaneous　 convection　 transientS　in　auroral　zone　and　equator　as　observed　 with　SuperDARN　 and　equatorial
　 　 　　 magnetOmeterS
P-07西 野正徳 ・西谷 望(名 大STE研)佐 藤夏雄 ・山岸久雄(極 地研)　 M.　Lester　(U.　Leicester)
P.　Stauning　(DMI)　 劉 瑞源(中 国極地研)
イメー ジングリオメータとHFレ ーダ同時観測による極域電離層擾乱
P-08山 岸久雄(極 地研)　 PeterStauning　 (BAS)
惑星観磁場Y成 分の変化 に対応 した極冠域オーロラ粒子航海記の軽度方向移動
(イ メージ ング リオメータのネッ トワーク観測結果)
P-09野 崎 憲 朗(通 総 研 平 磯)
　 　 　 　 On　the　echo　signal　of　HF　radar　in　Moshiri,　 Hokkaido
－V1　
P-10宮 岡 宏(極 地研)
昭和 基地 におけるDMSP衛 星 デー タ受信 システム
P-11藤 田裕一(総 研大)山 岸久雄,佐 藤夏雄(極 地研)
ドリフトCNAの 発生に対する磁気圏低エネルギプラズマの影響
P-12浦 島 智(京 大 ・工)麻 生 武 彦 ・江 尻 全 機(極 地 研)　 A.Steen・U.Bran(iStrom・B.Gustavsson(スウ ェ ー
デ ン ス ペ ー ス 物 理 研 究 所)
ALIS-JAPANオ ー ロ ラ トモ グ ラ フ ィ観 測 と そ の 再 構 成 結 果 か ら の 高 度 情 報 の 検 討
P-13岡 田雅樹 ・江尻全機 ・田口 真 ・岡野章一(極 地研)
南極点基地全天 オー ロラ単色画像によって得 られたオーロラ発光の地方 時依存性
P-14佐 藤光輝 ・片岡龍峰 ・庄野篤司 ・福西 浩(東 北大 ・理)　 LJ.　Lanzerotti　(ベル研究所)
J.　H.　Doolittle　(ロ ッキー ド社)
南極無人観測所(AGO)網 で観測された昼側オーロラの ダイナミクス
P.15瀧 澤博和 ・森岡 昭 ・三澤浩昭(東 北大 ・理)宮 岡 宏 ・佐藤夏雄(極 地研)向 井利典(宇 宙研)
昭和基地おけるオメガバンドとあけぼの衛星で観測された波動現象との同時比較
P-16池 田 慎(武 蔵大)
ホイスラーモー ド波 と共鳴す る電子の位相振動 によって生成 されるサ イ ドバ ン ド波
P-17南 繁行(大 阪市大 ・工)
教育用オー ロラ演示装置の研究
P-18藤 田 茂(気 象大)糸 長雅弘(山 口大 ・教)
高緯度電離層から中緯度へのMHD擾 乱伝搬機構の1考 察
1〃〃〃〃s休 憩(20分)r〃 〃〃!〃
● その他(大 気球 等)(14:50～16:20) (座長 門倉 昭)
2-11坂 田 圭 司 ・利 根 川 豊 ・桜 井 亨 ・坂 田 俊 文 ・横 塚 英 世(東 海 大)
　 　　 　 Online　 system　 for　the　geomagnetic　 data　analysis　with　Java
2-12経 澤 佳代子 ・利根川 豊(東 海大)
ウェーブレット変換 によるULF波 動解析 に関する一考察
2.13鳥 居祥二(神 奈川大)山 上隆正(宇 宙研)湯 田利典(東 大 ・宇宙線研)笠 原克明(芝 浦工大)
PPBに よる宇宙電子線観測
2-14西 村 純 ・斉藤芳隆 ・上岡英史 ・山上隆正(宇 宙研)
長時間気球 のための新 しいバラス トシステムの提案
2.15矢 島信之 ・本田秀之(宇 宙研)青 木周司(東 北大 ・理)橋 田 元 ・森本真司(極 地研)
町田敏暢(環 境研)岡 野章一(極 地研)
昭和基地における気球実験の新たな展開
－Vll
〃〃〃〃!工 休 憩(10分)-〃/〃 〃〃
● (座長 小川忠彦)
2-16佐 藤夏雄 ・山岸久雄 ・行松 彰 ・麻生武彦(極 地研)向 井利典 ・鶴田浩一郎(宇 宙研)藤 井良一 ・
小 川忠彦(STE研)利 根川 豊(東 海大)他SuperDARN　 ・　EISCAT　 ・　Geotail　・　Akebono研 究 グループ
SuperDARN/Geotail!EISCAT/Akebono同 時観測(速 報)
2-17利 根川豊 ・櫻井 亨 ・横田 稔 ・北川拓也(東 海大)行 松 彰 ・山岸久雄 ・佐藤夏雄(極 地研)
SuperDARN,　 GEOTAIL研 究 グループ
SuperDARNとGEOTAIL同 時観測による磁気圏境界面変動の解析
2-18村 田洋三(山 形大 ・理)佐 藤夏雄 ・山岸久雄 ・行松 彰 ・菊池雅行(極 地研)巻 田和男(拓 殖大)
YangHuigen　 (中国極地研/極 地研)　 Liu　Ruiyuan　 (中国極地研)
中山基地上空で同時観測 された周期的可視オーロラとHFレ ーダーエコーの特性
2-19小 川 忠 彦 ・西 谷 望 ・S.Buchert(名 大STE研)　 SuperDARNPIs
1997年7月15日 に 北 極SuperDARNで 観 測 さ れ た カ ス プ 付 近 のIrregularities
2-20福 本 匡章 ・西谷 望 ・小川忠彦(名 大STE研)佐 藤夏雄 ・山岸久雄 ・行松 彰(極 地研)
短波 レーダーで得 られた諸パ ラメータ間の相関の統計的解析
2-21西 谷 望 ・小 川 忠 彦(名 大STE研)佐 藤 夏 雄 ・山 岸 久 雄(極 地 研)　 M.Pinnock　 (BAS)
　　　J.-P.　Villain　 (CNRSILPCE)　 G.Sofko　 (U.Saskatchewan)
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   EQUATORIAL  PI2'S AS INDICATORS OF SUBSTORMS 
AND THE RELATION BETWEEN DAYSIDE AND NIGHTSIDE  PI2'S
          Y. Li, K. Yumoto 
Department of Earth and Planetary Sciences 
Faculty of science, Kyushu University,Japan
            M. Itonaga 
        Faculty of Education 
     Yamaguchi University,Japan 
     M. Shinohara, T-I., Kitamura 
Department of Earth and Planetary Sciences 
Faculty of science, Kyushu University,Japan
and
CPMN Group
The source of Pi2 magnetic pulsations is believed to be at the nightside substorm 
breakup region. In this study, equatorial Pi2's and the relation between nighttime and 
daytime Pi2's are of particular interests. We found that the amplitude of the equatorial 
Pi2's has a morning-afternoon asymmetry - greater in the morning hours. Pi2's can be 
observed at all local times at the equatorial region. Spectral analyses of two typical cases 
are carried out. Data are from stations covering auroral latitude through to equatorial 
latitude, and night and day local times. The wave spectra of Pi2 events simultaneously 
from the above regions have not been presented previously. Properties of the auroral 
latitude Pi2 spectra indicate localized field line oscillations; night time mid- and low-
latitude Pi2 spectra support a cavity-mode-like oscillation. The spectra content of day 
time Pi2's shows some evidence of a direct transmission of the wave energy from polar 
region to day side and equatorial region through the ionosphere.
1-02
Pi2に 伴 う磁気 的エネル ギーの伝 播特性:Part2
魚 住 禎 司 ゜(1),湯 元 清 文(1),　 S.1.Solovyev　 (2),　E.F.Vershinin　 (3),　S.-1.　Akasofu　 (4)
　　　　　 　　　　　 　　　　　　 and　 J.V.01son　 (4)
((1)九 大理,(2)IKFIA,(3)IKIR,(4)UAF)
The　 transfer　 characteristics　 of　 Pi　 2　magne七ic　 energy　 :　Part　 2
T.Uozllmi　 °(1),　K.Yumoto　 (1),　S.1.Solovyev　 (2),　E.F.Vershinin　 (3),　S.-1.　 Akasofu　 (4)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 and　 J.V.01son　 (4)
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 ((1)　Kyushu　 Univ.,　 (2)　IKFIA,　 (3)　IKIR,　 (4)　UAF)
To　 exa血ne　 longitudinaユpropagation　Characteristics　 of　Pi　 2　0bserved　 in　the　 auぽoml　 region,　 magnetic
・n・・gy　・ad・ti・n・　d・丑n・d・ ・器(△H)2+(△P)2+(△Z)2,w・recal・Ul・t・df・・116Pi2 v・nt・ ・ccu・・d
during　 the　 interval　 between　 Feb.　 11th　 to　Mar.　 31　 1996.　 And　 the　 time　 when　 the　 amplitude　 of　variation
became　 ma　 xdmum　 (tmaz)　 were　 compared　 among　 stations.
　 During　 Kotzebue　 (KOT:L=5.40,　 A　=　 249.72°)　 located　 in　the　 MLT　 =　0-6　 secter,　 fbr　24%　 of　the　 selected
events,　 the　 time　 difference　 of　tm.2　 between　 Chokurdahk　 (　C正 【D:L=546,Aニ212.12°)　and　 KOT　 became
sma皿(<士7　 sec　 )　.In　this　 case　 the　 azimuthal　 m　 number　 became　 lml　 <　1　for　period　 =　608ec.　 This　 value
is　smaUer　 than　 that　 in　the　 past　 study　 (lml　 ～　2.4　-　7.2　:　Samson　 and　 Harrold　 [1985],　 lml　 ～　8　:　Lester　 et
aユ.　[1985|　 ).　 On　 the　 other　 hand,　 for　46　 %　 of　the　 selected　 events,　 the　 magnetic　 energy　 of　Pi2is　 f()und
to　propagate缶om　the　 local　 midnigh七to　 dawnside.
サブス トームに伴 うPi2の 発生伝播機構 を明らかにするため、Pi2を 波束、すなわち
磁気 的エネルギーの塊 として捉え、グローバル に分布する観測点で観測される地磁気の
データを用いて この波束 に関する性質をこれまで調べてきた。昨年の極地研シンポジウ
ムでは、210°磁気子午線沿いの観測点のデ ータを用いた波束の伝播特性の緯度依存性に
関する解析結果を報告 した。今回のシンポジウムでは昨年 に引き続きPi　2に 伴 う磁気的
エネルギーの伝播特性 に関する解析結果を報告する。
今 回の解析の 目的はPi2に 伴 う波束がオーロラ帯中で経度方向にどの様 に伝播するの
かを調べる ことである。解析はオーロラ帯の中で経度方向に離れた位置にある観測点の
データを用いて行 った。
解析結果を挙げると以下の様 になる。経度差2.5時 間の位置関係 にあるChokurdahk　 (
CHD:Lニ5.46,A=・212.12°)とKotzebue(KOT:L=5.40,A=249.72°)で同時に観測さ
れたPi2に 伴 う磁気的エネルギー変動のピークの時刻を比較すると、真夜中を挟んで朝方
側(MLT　 =0-6　 at　KOT)で はKOTの 方が40秒 以上遅れ るイベン トすなわち東向き伝
播が46%(41イ ベン ト中19イ ベン ト)み られた。CHDとKOTを 比較すると平均では、
真夜 中を挟んで夕方側では西向きに、朝方側では東向きに伝播する傾向になる。一方で
C且DとKOTの ピークの時間差がほとんど無い(土7秒 以内:　|ml　<1:period　 =　60sec)
とい う現象 も24%(41イ ベン ト中10イ ベン ト)み られた。
これはPi2の 位相伝播か ら求めた過去の結果(lml　～　2.4　-　7.2　:　samson　 and　Harrold
[1985|,|ml～8:Lesteretal.【1985])と 比べて小さい。また この ことは、少なくとも経
度差2.5時 間の領域 にほぼ同時にエネルギーが流入 して くることも示 している。
2
1 - 03
 ULF Wave Activities near the Magnetopause Observed 
   during the February 1, 1998 Magnetic Storm 
T. Sakurai, Y. Tonegawa, T.Kitagawa (Tokai  Univ.), and 
  T. Mukai,  K Tsuruda (ISAS),S. Kokubun (STEL)
 ULF wave phenomena observed near the magnetopause during a 
moderate magnetic storm are investigated using a coordinate data 
set obtained by the WIND,  IMP-8 satellites in the Interplanetary 
space and the GEOTAIL  satellite near the magnetopause. The WIND 
and  IMP-8 satellites were respectively located at a distance of 230 Re 
and 30 Re in the upstream of the solar wind. The interplanetary 
disturbance caused by CME was first observed at 1640 UT of 
January 31, 1998 by the WIND satellite and continued until the end 
of the next day. The disturbance arrived with a shocked structure 
accompanying a strong enhancement of dynamic pressure and 
carried a series of a pair of compression and rarefaction of the 
dynamic pressure, although the solar wind speed maintained 
relatively slow throughout the disturbance.  During this 
disturbance the GEOTAIL satellite took a skimming the 
magnetopause from the dawn to the dusk, and measured different 
kinds of  ULF waves belonged to the magnetopause. These ULF 
waves extend a period range from Pc 3 to Pc 5 . During the first half 
period of February 1, sheath-like Pc 3 type oscillations were 
frequently observed in the dawnside since the solar wind dynamic 
pressure enhanced in this period. A sudden oscillation of the 
magnetopause was observed in the pre-noon sector in association 
with a rarefaction of the solar wind dynamic pressure. We find that 
this event of the magnetopause oscillation is sensitively controlled 
by an orientation of IMF Bz. Afterwards the  satellite observed 
compressional  oscillations of Pc 3-5 in the afternoon and evening 
sectors. Impulsive oscillations in the period range of Pc 5 were also 




GMC(Geosynchronous　 Magnetopause　 Crossing)時 の地上磁場
変動の解析
細゜川敬祐,荒木徹(京 都大学理学研究科地球物理学教室),家森俊彦,亀 井豊永(京 都大学理学研
究科附属地磁気世界資料解析センター),伊藤克彦(日 本アイ ・ピー ・エム)
Gr・und-based　 magnetic　 field　 variati・n　 during　 GMC(Ge・synchr・n・us　Mag -
netopause　 Crossing
　 °K.Hosokawa,　 T.Araki(Department　of　G ophysics,　 Graduate　 School　 of　Science,　 Kyoto　 Uni-
v…　 ity),　 T・Iyem・ ・i,　T・K・mei(Data　 Analy・i・ 　C・nt・ ・　f・・　G・ ・magn・ti・m　 and　 Sp㏄ ・Magn。ti,m
Graduate　 School　 of　Science,　 Kyoto　 Unversity),　K.ltoh(IBM　 Japan)
　 The　 Magnetopause　 sometimes　 moves　 across　 the　 geosynchronous　 orbit.　 This　 event　 is　called
GMC　 (Geosynchronous　 Magnetopause　 Crossing).　GMCs　 are　 divided　 into　 two　 types.　 One is
,Pd　 Type,　 which　 is　mainl
y　caused　 by　 an　 increase　 of　solar　 wind　 dynamic　 pressure.　 The　 other　 is
,Erosion　 Type,　 in　
which　 magnetic　 erosion　 due　 to　southward　 IMF　 plays　 a　dominant　 role.　Here
we　 examined　 the　 geomagnetic　 SYM-H　 index　 and　 AE　 index　 during　 271　 GMC　 ol)served　 by　 GOES
sereissatellitesbetween1978and1994.WeconsiderthatPdeffectcanbeestimatedbySYM-H
index　 and　 IMF-Bz　 effect　 by　 AE　 index.
通常10Reの 位置 にあ る磁気圏界面が 静止 軌道(6. Re)の 内側 まで 、入 り込 む現象 をGeosyn-
ch「onous　Magnetopause　 Crossing　(GMC)と 呼ぶ。GMCは、主 として太陽風 の動圧の増加 に よっ
て生 じるPd　 Typeと ・　IMF-Bzが 負にな るこ とに よって生 じるErosionTypeの 二つに分 けるこ
とがで きると考 えられている。数例のGMCに ついて地上のDstindexの 変動 を見た ところ、はっ
きりとした変化が 見 られ るもの と、そ うでない ものが存在 した。そこで 、この研 究では、全ての
GMCに ついて地上 の磁場変動 を解析 し、PdTypeとErosion　 Typeの 間で地上の磁場変動 にどの
ような変化があ るか を調べ た。具体的 には、1978年 か ら1994年 の間の14年 間のGOESに よる
観測 に よって見 つけ られた271個 のGMCイ ベン トについて、低 緯度の磁場変化 をあらわすSYM
indexのH成 分(1分 値)と ・高緯度 の磁場変化 をあ らわすAE　 index　(1分 値)の 変動 を解析 し
た。 また・補助的に太 陽風のデ ータとして、　IMP8の 磁場 とプラズマのデ ータを用いた。本講演で
は・ まず ・GMCが 起 こってい る最中及び前後におい て、上記の二 つの タイプの間で 、地上 のAE
index,SYM　 indexのH成 分の変化 にどの ような違 いがあ るのかについて述べ る。その後 、　SYM-H
indexの 且成 分をPdと リング カレン トの指標 として、また、　AE　indexをIMF.Bzの 指標 として







　 The　 ground　 magnetic　 signature　 of　the　 eigenmode　 in　the　 dipole
magnetosphere-ionosphere　coupled　 system
°H.Nakata(Dept.　 of　Geophysics,　 Kyoto　 University),　 S.Fujita(MeteorologicaユCollege)　,
M.ltonaga(Yamaguchi　University),　 A.Yoshikawa(Dept.　of　Ear h and　 Planetary　 Science,　 Kyushu
University)
　 A　 numerical　 caIculation　 of　the　 eigenmode　 of　MHD　 waves　 ill　the　 magnetosphere　 -　ionosphere
coupled　 system　 is　made.　 In　this　study,　 the　 dipole　 magnetospheric　 model題used.Wehavealready
investigated　 the　 ground　 magnetic　 perturbations　 by　 using　 the　 trapezoid-shape　 magnetospheric






●電離層の上下で固有振動 に よる磁場擾 乱 の振幅を比べた場合 、電離層電気伝導度 が 小 さい と
きは 、　Hall　conductivityに 比例す るが 、電離層電 気伝導度がAlfv6n電 気伝導度 に比べて充分
大 きくな ると、逆 にHall　conductivityに よって小 さくな る。
・地上に現れ る磁場の振幅は 、磁気赤道での磁場 と比べ ると、　Pedersen　 conductivityが その地









デ ィスク リー トア ー クの2次 元微 細構造 と時間発展
宮岡 宏(極 地研)、 竹下 秀(東 海大)、 海老原祐輔(総 研大)
Micro-scale　 stmctures　 and　 dynamics　 of　 discrete　 auroral　 arcs
　 　 　 　 Hiroshi　 Miyaoka,　 Shu　 Takeshita　 and　 Yusuke　 Ebihara
　 　 　 　 　 　 　(NIPR)　 (Tokai　 Univ.)　 (GUAS)
We　 present　 several　 characteristic　 features　 derived　 from　 the　 high-resolution
imaging　 observation　 of　discrete　 auroral　 arcs　 in　the　 magnetic　 zenith　 direction　 at
Sondrestrom,　 Greenland,　 using　 a　 high　 sensitive　 ICCD-TV　 camera　 with　 an
extremely　 narrow　 field-of-view　 (4.8km　 ×　3.4km)　 and　 a　small　 spatial　 resolution
(～10m)　 equivalent　 to　the　 gyro-radius　 of　precipitating　 auroral　 electrons.　 In　this
paper,　 micro-scale(<1㎞)　structures,　 fast　 drift　 motions　 and　 fluctuations　 of
discrete　 arcs　 are　 described　 and　 discussed　 in　detail,　 comparing　 to　the　 current
theoretical　 models　 of　the　magnetosphere-ionosphere　coupl ng.
デ ィス クリー トアー クの主因であるオー ロラ電子 を降下 させる機構 につい ては、その
基本的 な物理過程 に関 して もい まだ確証 には至 っていない。提案 されて いる理論 モデル
の検証方法の1つ として、オーロラを構成 するデ ィスクリー トアークの最小 エ レメン ト
(厚 さのスケール～100m)の 空間構造 と時間変動の特性 を観測的 に明 らかに し、理論予
測 と比較するこ とが有効 と考 え られる。そ のためには時間 ・空 間 ともに非常 に高い解像
度 の観測が要求 され る。 こうした観点か らSondrestrom　 (グリー ンラ ン ド、Inv=74.5)
に お い て最 小 解像 度10m程 度(約10keVの 電子 ジ ャ イロ半径 に相 当)、 時 間分 解能
60Fields/secの 狭視野超高 感度TVカ メラを用い たデ ィスクリー トアークの高解像度観
測(磁 気天頂)を 実施 して きた。
これ までの観 測か ら、主 として内部 にシアー運動 を持 たず背景 プラズマの対流 に乗 っ
てゆるやかに運動す る極冠域 アー クでは1～2km程 度の厚 さ(緯 度方向の幅)、 高速のシ
アー フ ローを伴 い カール構 造 の生成 と移動 を特徴 とするデ ィス クリー トアー クでは100
～300m程 度の厚 さの アー クが実際 に数多 く存在 することが明かとなった。 こうした事実
は、 オーロラ磁 力線上 に微小 または2次 的 な粒子加速域 を仮定す るモデ ル、あるいは波
動伝搬 に伴 う トラ ンジェン トな粒 子加速 を主 因とす る磁気圏電離圏結合 モデル以外 では




・吉 田 直文(1),渡 部 重十(2),福 西 浩(1),坂 野井 健(1),向 井 利典(3),早 川 基(3),松 岡 彩子(3),
笠原 禎也(4),藤 井 良一(5),野澤 悟徳(5),小 川泰信⑤
(1)東北大 ・理(2)北海道大 ・理(3)宇宙研,(4)京都大 ・エ(5)名古屋大 ・STE研
Sma皿 －scale　structures　 of　Suprathermal　 Ion　Outflow　 in　the　Inverted-V　 Region
゜Nao血mi　 Y)shida(1)
,　Shigeto　 Watanabe(2),　 H面shi　 FUkunishi(1),　 Takeshi　 Sakanoi(1),　 Tbsh血mi　 Mukai(3),　 Hajime
Hayakawa(3),　 Ayako　 Matsuoka(3),　 Yoshiya　 Kasahara(4),Ryoichi　 Fujil(5),　SatOnori　 Nozawa(5),　 Yasunobu　 Ogawa(5)
(1)TbhokU　 Univ.　(2)　Hokkaido　 Univ.　(3)ISAS　 (4)KyotO　Univ.　(5)STE　 Lab.,　Nagqya　 Univ
In　order　 to　cla晦them㏄hanism　of　ion　outflow　 in　the　 nightside　 a㎜ral　 ova1,　 we　 have　 examined　 the　EISCAT
radar　 data　 and　 the　 charged　 particle,　 magnetic　 and　 eleCtric　 field,　and　 EIF　 wave　 data　 obtained　 fU)m　 the　Akebono
satellite　 which　 traversed　 abOve　 the　EISCAT　 radar　 site.　At　20:41UT　 on　February　 16,　1993,　 the　 magnetic　 footprint
of　 Akebono　 approached　 abOut　 14　 km　 tO　 the　 EISCAT　 radar　 at　 'llromso.　 From　 the　 EISCAT　 radar　 data,
simUltaneous　 enhancementS　 of　ion　outflow　 and　 ion　temperature　 were　 observed　 in　the　 altitude　 range　 more　 than
600km.　 Conside血g　 the　inclmation　 of　magnetic　 field　line,　it　iS　inferred　 that　 ion　and　 electron　 heating　 regions　 eXist
altemately　 along　 magnetic　 field　hnes.　 From　 the　 Akebono　 satelhte　 data,　 it　was　 found　 that　 inverted-V　 t　ppe
electron　 precipitation　 and　 suprathermal　 ion　outflows　 occurred　 altemately　 Further,　 intense　 EIF　 waves　 were
observed　 in　the　 ion　outflow　 regiorL　 Thus,　 this　conjugate　 observation　 suggestS　 that　 ion　outfiows　 were　 produoed　 by
heating　 due　 tO　EIF　 waves　 excited　 in　the　 downward　 field-aligned　 current　 region　 ajacent　 tO　the　 inverted-V　 region.
近年、あけぼの衛星などにより、極域電離圏からH+,He+、0+等 のイオンが磁気圏に流出 しているこ
とが観測されている。また、 トロムソ(磁 気緯度66.8°N)に 設置されているEISCATレ ーダーか らも
同様な現象か報告されている。本研究の目的は、あけぼの衛星とEISCATレ ーダーの同時観測によりイ
オン流出機構を解明することにある。今回我々は、真夜中付近にあけぼの衛星の磁力線 トレーシングした
footprintがEISCArレ ーダーに14㎞ まで1鋭 したイベン トについて鰯 斤を1〒った。この時のEISCAr
レーダーの観測モー ドはCP-7(観 則高度金員域300～1500㎞)で あり、あけぼの衛星の高度は約7000㎞
であった。　EISCATレ ーダーデータからイオンのアウ トフローが高度約600㎞ から高高度1則で存在 し、
それと同じ空間領域でイオン温度の上昇が認められた。一方、磁力線の傾 きを考慮するとイオンアウ トフ
ロー ・イオン温度上昇領域と電子密度 ・電子温度上昇領域は同一磁 力線上ではなく互いに隣りあった磁力
線領域であることが示唆 された。これに対 し、あけぼの衛星の観測からは、　Inverted-V型 のオーロラ粒
子の降り込み領域(上 向 き沿磁力線電流領域)と 、低エネルギーイオンのコニックス型アウ トフロー領域
が空間的に交互に存在していた。また、低エネルギーイオンのコニックス型アウ トフローの領域は広帯域
ELF波 動発生領域と良い一致を示 し、また下向き沿磁力線電流が卓越する領域 となっていた。両者の観
測結果から、今回のイオンアウ トフローは、　inverted-V型 オーロラ粒子降下領域の隣り合 う領域におい





Formation of electron beams under the interaction of a 
whistler wave packet with the radiation belt electrons
Y.  Hobara,1,2 V. Y.  Trakhtengerts,' A. G. Demekhov,  1 and M. Hayakawa 2
'Institute of Applied Physics
, Nizhniy Novgorod, Russia. 
2The University of  Elect
ro-Communications, Tokyo, Japan.
Abstract
   The purpose of this paper is to discuss the properties of electron beams 
formed by cyclotron interaction between radiation belt electrons and a quasi-
monochromatic whistler wave packet from a ground-based VLF transmitter. Those 
electron beams are thought to be the source of triggered ELF/VLF emissions as 
secondary whistler waves. The beams are formed due to trapping of electrons at 
the forward front of the wave packet, their acceleration inside the packet, escape of 
the accelerated electrons from the moving backward front of the packet, and their 
following free motion in an inhomogeneous magnetic field. Combination of these 
processes provides main features of the spatial-temporal evolution of the beams 
which are investigated analytically and numerically. 
   It has been shown that one or two  beaMs can appear in one point at the same 
time and that the density of the beams increases during their expansion. Movement 
of the pumping wave packet in the inhomogeneous magnetic field provides the 
variations of the initial velocity and position of the beam  injection which change 
the spatial and temporal gradients of the parallel velocity of the beam in contrast 
with the case of a pure adiabatic motion. Such a  behavior can be significant for the 
generation of secondary emissions. 
   Numerical calculations demonstrated a wide variety of the spatio-temporal 
patterns of the beam parallel velocity in dependence on the the plasma and wave 
packet parameters. It is revealed that the most significant parameters which 
determine the beam characteristics are the wave packet length around the equator, 
its group velocity, and the initial energy and pitch angle of electrons.
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Cyclotron amplification of whistler waves by electron beams 
in an inhomogeneous magnetic field
Y.  Hobara,1,2  V. Y.  Trakhtengerts,' A. G. Demekhov, 1 and M. Hayakawa 2 
'Institute of Applied Physics, Nizhniy Novgorod, Russia. 
2The University of Electro-Communications, Tokyo, Japan.
Abstract
   Cyclotron wave-particle interactions in the case of well-organized distributions 
of energetic electrons under an inhomogeneous magnetic field are studied. Step-like 
and 6-function distributions over the field-aligned velocity are considered. The 
one-hop amplification of whistler waves is calculated by simple analytical  sollition 
and numerical computation based on strict approach. The strict consideration, 
taking into account third order expansion of the spatial dependence of the electron 
phase with respect to the wave, reveals some new important features of the one-hop 
amplification F as a function of frequency and electron beam parameters. The 
main result is that F exhibits a quasi-periodic structure as a function of wave 
frequency or characteristic electron parallel velocity, remaining always positive 
in the case of the step-like distribution but being sign-alternative for 6-function. 
Dependence of  F on the parameters of energetic electrons such as their total 
energy, characteristic parallel velocity, position of the injection point relative to the 
equator, and dispersion in parallel velocity is discussed.
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  Multi-instrument study of a substorm 
which occurred after a long quiescent period 
      1. Growth phase features
°A. Kadokura, M. Ejiri (NIPR), E. Kaneda, T. Yamamoto, T. Oguti, 
              and M. Pinnock (BAS)
   We are analyzing a substorm event which occurred in 6-7 June, 1989. An initial 
activity of the substorm started after an SC at 23:15 UT on 6 June, and an expansion 
phase onset (hereinafter simply called as onset) occurred at 00:42:15 UT on 7 June.. 
Before the  SC, the IMF Bz stayed positive for at least 7 hours, and ground magnetic 
activity was very quiet. After the SC, the IMF Bz turned and stayed negative during the 
course of the event. Hence this event was a typical one which occurred after a long 
quiescent period, initiated by the  SC and following negative turning of the IMF-Bz, and 
whose onset occurred under a rather stable solar wind condition. As often observed in 
such a case, this substorm had a clear growth phase. Several well-known growth phase 
features were observed with various ground based and satellite borne instruments: 
Ground magnetometer data showed that the two-cell convection pattern gradually 
developed; Scanning photometer data from Syowa and Asuka stations showed that main 
diffuse auroral oval gradually moved equatorward; Riometer data from stations from 
higher to lower latitudes showed that a CNA region gradually moved equatorward, and 
its absorption peak situated within the main auroral oval; Halley Bay HF-radar data 
showed that a main HF scatter region also moved equatorward with very similar speed 
as the auroral oval, and it situated at higher latitude side of the main diffuse auroral oval; 
At the geosynchronous orbit, the LANL SOPA data showed that energetic particle 
number flux gradually decreased for every energy range, and the GOES-6 and -7 
satellites magnetometer data showed that the tail field line gradually became more tail-
like. These features became apparent at least from around 23:40 UT on 6 June and 
continued until each local onset time at each observation location. The exact time of the 
primary onset could be determined with the 1 second resolution magnetometer data from 
Halley. The  auroral UV imager aboard AKEBONO satellite monitored the auroral activity 
in the southern hemisphere from about 4 minutes before the onset with its maximum time 
resolution of 8 second, and showed that the auroral brightening occurred very close to 
Halley. The above mentioned gradual change in the growth phase was not monotonous, 
but there existed several important timings to be noted: 1. At 00:25 UT on 7 June, a fast 
equatorward moving discrete aurora and HF scatter region appeared from higher 
latitudes and intruded into the main oval and main scatter region, respectively. After that, 
the growth phase features were accelerated; 2. At 00:38 UT, an irregular discrete 
 auroral activity and clockwise ionospheric flow pattern appeared around 67° invariant 
latitude in the Syowa all-sky and Halley HF-radar data, respectively; 3. At 00:39:30 UT, 
Pi 2 range pulsation appeared in the GOES-7 magnetometer data, and energetic particle 
flux slightly recovered in the LANL SOPA data; 4. At 00:41 UT, equivalent current 
pattern at Halley and Sanae rapidly changed, and UV  auroral luminosity started to 
increase. We will discuss about these features in detail in our presentation.
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DMSP衛 星 可視画像 データ(OLS)に よるグローバル
オー ロラダイナ ミックス
宮岡 宏、岡田雅樹(極 地研)
Global　 auroral　 dynamics　 derived　 from　 the　 DMSP
　 　 　 　 　 　 　 visible　 imager　 (OLS)
Hiroshi　 Miyaoka　 and　 Masaki　 Okada　 (National　 Inst.　 of　 Polar　 Research)
Giobal　 auroral　 images　 during　 a　magnetic　 storm　 and/or　 a　substorm　 in　l997　 are　presented　 from　 the
DMSP　 OLS　 dataset　 which　 have　 been　 collected　 using　 the　L/S-band　 data　 acquisition　 system　 newly
built　at　Syowa　 Station　 last　year.
DMSP衛 星 に搭 載 されて い るOLS　 (Operation　Line　Scanner)は 、赤外(1.0-1.2μm)お よ
び可視 域(0.4-Llμm)の2つの セ ンサ ー を持 つが、 この う ち可視 セ ンサ ーは夜 間 も解
像度 を落 とす(0.55km-2.75km)代わ りに大 幅 に感度 を増 強す るこ とに よ り、オー ロラ
イメー ジ ャー と して も十 分優 れた性 能 を示す こ とは広 く知 られてい る。高度約800km、
軌道傾斜 角100° の低 高度極 軌 道衛星 であ る こ と、 また 異 なる太 陽同期軌 道 に常 時2機
の衛星 を周 回 させて いるため 、お よそ1～2時 間毎 に両極域 上空 で広域 の オーロ ラ撮像
が可能 とな って いる。
昨年2月 、昭和基地 にDMSP衛 星デ ー タ受信 シ ステム を導 入 し、継 続 的 なデー タ収 録
を開始 した。1日 あた り15～20パ スの デー タを 自動 受信 してお り、現在 までの総受 信パ
ス数 は6,000パ ス 以上 に のぼっ てい る。 現在 こ れ らの デー タをルー チ ン的 に処理 す るた
めの システ ム整 備 とデー タ移 行作業 を開始 した ところで あるが、昨 年受信 したOLSデ ー
タの中 から、特 に グローバ ルなオー ロラダ イナ ミックス を示 す画像 を抽 出 し、速報 と し
て紹介す る。
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Periodic Phenomena in Post-noon Aurorae
Observed at Zhongshan, Antarctica
 °Huigen YANG  11'23
, Natsuo SATO  111, Kazuo MAKITA  [31, Masayuki 
KIKUCHI  [11, Masaru  AYUKAWA  rli,  Hongqiao HU  [43, Ruiyuan LIU  [2] 
 [1]. National Institute of Polar Research [3]. Takushoku University 
[2]. Polar Research Institute of China [4]. Wuhan University
 The invariant latitude of Zhongshan Station (69.37°S, 76.38°E), 
Antarctica, is -74.49° (L=13.98), and its magnetic local time (MLT) equals 
to the universal time (UT) plus 1.3 hours, i.e.,  MLT=UT+1.3h. Thus the 
dayside aurorae, especially the post-noon aurorae, from 12:50 MLT in the 
austral midwinter, are observable there. 
 Two years' observation data of 1995 (from March to June) and 1997 
(from March to September) is analyzed in this study. A data base for the 
magnetic post-noon interval of from 1120 to  1700UT is established from 
auroral video image sequences, of which magnetic meridian and east-west 
scanning plots and time series of auroral luminosity are extracted. One 
outstanding feature is that quasi-periodicity seems to prevail in almost all 
post-noon aurora events observed at Zhongshan. It appears sometimes in 
the form of luminosity pulsation, sometimes in the form of periodic 
movements of auroral structure(s), and sometimes in the form of both the 
above two. The period varies in a wide range of from 60 seconds to 800 
seconds. From the event number - period distribution, the events are 
divided into two groups, namely, the A-group with periods, 6O<T.200 
seconds, and the B-group,  200<T__ 800 seconds. An occurrence on MLT 
statistics shows that the A-group has a peak at  1400UT, and the B-group 
has two peaks, one on  1600UT and another around  1400UT. While the 
occurrence on Kp index statistics shows that both of the A- and B-group 
peaks around 1-2 of the Kp index. Statistics on occurrence over IMF and 




「あけぼの」衛 星で 同時 に観 測 され た
イオ ンビーム と沿磁力線上向 き電子 ビーム
○ 喜岡理砂(通 総研・学芸大)・ 伊東正貴(学 芸大)・ 向井利典(宇 宙研)三宅 亙(通総研)・
　 　 　 　 　 　 　 Ion　beams　 and　 upflowing　 electron　 beams
　 　 　 　 　 　 observed　 simultaneously　 by　Akebono　 Satellite
W.Miyake(CRL),　R.Yoshioka(CRL・TGU),　M.Ito(TGU)　 andT.Mukai(ISAS)
Ion　 beams　 generally　 have　 a　poor　 correlation　 with丘eld-aligned　electron　 beams,　 but　 we
occasionally　 observe　 the　 ion　 beams　 and　 electron　 beams　 accelerated　 in　 the　 same　 direction
along　 the丘eld　 line.　 Figure　 l　shows　 an　 example　 of　simultaneous　 observation　 of　ion　 beams
and　 upflowing　 electron　 beams.　 We　 present　 some　 characteristics　 on　 the　 ion　 beams　 and　 field-
aligned　 electron　 beams　 observed　 simultaneously.
「あけぼの」衛星 の低エネルギー粒子計測器(LEP)の 観測 では、極域上空のオー ロラ帯で 、
イ オンビームやイオ ンコニ ックスな どのUFIや 、沿磁 力線方向 に強 くコ リメー トした電子 ビー
ムなどの粒子加速現象 が頻繁 に観測され ている。 この沿磁 力線 電子 ビームは、上向 き ・下 向き ・
両方 向の3つ の場合が あるが、 いずれもイオ ンコニックス と相 関良 く観測 され る ことが、S3-
3衛 星の観測か ら知 られ(Collinetal.,1982)、 「あけぼの」衛星 のLEPデ ー タで も同様な こ
とが確 かめられてお り(Miyakeeta1.,1998)、イオ ンの磁力線垂直加速 と電子 の沿磁 力線加 速
の関係が考 え られている。一方 、イオ ンビー ムとの相 関は低 いものの、時 として 同時 に観測 され
ることがある。図1で はイ オン ビーム と同 じ方向の、上向 きの電子 ビームが共存 して お り、いか
にしてイオンと電子の同方向 の沿磁力線 加速 が可能になるか、興味が もたれる。講演 では、 この

















魍 　 Ion　 beamsとuld　 uptlowing　 electroll　 beams　 observed　 sin)ultaneously　 along　 the　 fit:lcL
line.　 Darker　 avea　 repveselltb　 higher　 coしUltL'arCb.
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            EXOS-D MGF  574:  t  , 11111TEJ-1-;1 aid. ji 1141 Min 0)14M
IliAK  I (41.11:-)C*),  J'1".  11,4_1 (k_lif-A-i14--tv.*)
Latitudinal Structure of the Nightside Region 1 Field-aligned Current Observed from the 
EXOS-D Satellite 
Takashi Yamamoto (Tokyo Univ) and Shoushi Inoue (Aichi College of Technology)
So far the nightside region 1 field-aligned current  (FAC) has been believed to normally have a 
typical width of 2-3 degrees in ionospheric altitude. Hence this current system is usually referred to 
as a large-scale one. In this paper, however, using magnetic field data (MGF) from the EXOS-D 
satellite it is shown that the region 1 current is sometimes concentrated on a narrow region with 
latitudinal width less than 1 degree, and thus it  has an intense current density of several micro-
amperes per squared meter at the ionosheric height. (This finding may be due to the high spatial 
resolution of MGF data from the EXOS-D satellite orbiting up to relatively high altitude of about 
10000  km, compared with the low-altitude satellites such as DMSP and Magsat.) The narrow region 
1 current in the nightside (20-04 MLT) sector is found to be just equatorward of the boundary 
current system [Fukunishi et  al.,1993] (i.e., so-called region 0  FAC) or partly overlaps with it. A 
statistical survey of more than 200 satellite's crossings of the region 1 zone shows that about two 
thirds of the identified region 1 current systems have the latitudinal structure of a narrow (on 
average, 0.5 degree) current sheet with current intensity greater than one third of the total  FAC 
intensity in the region 1 zone. Examples of the narrow region 1  FACs identified from the EXOS-D 
MGF data (provided by Sakanoi, Nagatsuma and Fukunishi) are shown below. 
 (a)  93 Feb 7 (b)  '89 Aug 3   


























































AE　 activlties　 during　 a　 gecmagnetic　storm
T.　 Ondoh　 (Space　 Earth　 Environment　 Laboratory)
AE　 activities　 associated　 with　 negative　 Dst　 durillg　 geunabtnetic　 storms　 are　 discussed　 in
こerms　 of　 an　 interaction　 of　 ring　 current　 with　 westward　 Jross　 ,ail　 current　 in　 the
vic;nity　 o;　 the　 inner　 edge　 of　 the　 plasma　 sheet　 by　 using　 AE　 and　 Dst　 data.
太陽フ レアによる衝撃波等の影響を避 けて、高速の太陽風 プラズ マ流 が地球磁気圏を取 り囲んだ
時に起 こる回帰性磁気嵐 中のDst(〉-70nT)とAE活 動の時 間的変化、及びそれ らと太陽風
パラメータとの関係を解析 し,磁 気嵐中のAE活 動の発生機構 を考察 した。
太陽風の動圧の急激な増加と共に磁気嵐が始まり、iMFが 北向 きから南向き(<-4nT)へ 転
向 して数時間継続すると、負のDstの 発達 に伴い500nT以 上 のAE指 数の増大が起こる。磁気嵐
中」)A∈ 指数は西向 きの太陽風電場VBzの 増大 と共に増大 し、lMFが 北向きへ転向する(>3
nT)とA.Eは300nT以 下へ減少する。再び太陽風電場VBzが 西向きになるとAF'・500nTへ 増
大する。この2番 目のAE増 大は太陽風動圧の増大を伴 う場合もある。AEとVBzと の良 い相 関
は南向きlMFの 極大発生まで続 き、その後の両者間 の相 関は一般 に悪 くなる。
磁気嵐中の赤道環電流を構成する高温プラズマ粒子 の分布はあるL値 で極大 を示 し、これよ り内
側では粒子を拘束する内向きの粒子圧勾配の一▽Pは 、北向 き地球磁場Bと 東向き環電流Jと によ
る外向きの ローレンツカと釣 り合 い、▽P=JXBの 平衡 にある。 同様 にして粒子圧極大の外側 で
は西向き環電流が流れる。この西向き環電流が負のDstを 作る。
磁気嵐中の赤道環電流 は、尾部の西向き電場 によって内向きに ドリフ トする プラズマう 一ー トの高
温プラズマ粒子 が、双極子磁場の領域 に入 り磁場勾配 ドリフ トにより、地球の周 りを回ることに よ
り形成 される。磁気嵐中の尾部の西向き電場により地球向 きの高温 プラズマ流が双極子型 の地球磁
場へ近付 くにつれて、プラズマ圧の局所的堆積と増大が生 じる。この増大以前に双極子型磁場領域
に入 った高温 プラズ マ粒子群 は東向き環電流を構成 し、それ以後の高温 プラズマ粒子群 は西向 き環
電流 になると思われる。圧力極大 より外側の西向き環電流が弱 い初期には、極大圧力よ り内側の東
向き電流の作るDtamagnetic　 i;eld　 (反磁性磁場)は プラズマシー ト内端付近 ご南向きであ り、西
向き尾部電流のプラズマシー ト内端付近の南向き反磁性磁場を強化 する。従 って西向き環電流が発
達 しない時期にプラズマシー ト内端付近の赤道面で、北向きの地球磁場 は画電流の南向 き反磁 性磁
場により局所的に大変弱められる。一方昼側の磁気融合により昼側の地球磁場が尾部 へ運ばれ、尾
部 ロウブの磁場の増大 、西向き尾部電流の強化、尾部の薄化が生 じるので、プラズ マシー ト内端付
近で局所的にX型 磁場再結合が起 こる可能性は十分ある。これが南向きlMFに 続いて起 こる磁気
意中の急激なAE増 大 の発生機構 と思われる。また磁気嵐主相の尾部へ伸びた西向き環電流の尾部




　 　　 　 　 　 　 　 Locations　 of　Dusk-to-Dawn　 Cross-tail　 Current
Deduced　 from　 the　Magnetic　 Variations　 at　GOES-5　 During　 the　Substorm　 Onsets
゜ 岡 田 興 太
、 湯 元 清 文(九 大 ・理 〉
°　 K
.Okada,　 K.Yumoto　 (Kyushu　 Univ.)
It　has　 been　 generally　 accepted　 that　 duri㎎the　 substorm　 expansion
onsets　 Pi　 2　 pulsations　 are　 observed　 globa且y　 at　 the　 dipequator,　 aI)d
magnetic　 field　 changes　 are　 often　 detected　 at　 the　 nightside
geosynchronous　orbit.　 Using　 high-time　 resolution　 magnetic　 field　 data
from　 the　 geosynchronous　satellite　 GOES　 s　during　 the　 interval　 from　 March
l　to　June　 20,　 1986,　 we　 examined　 dynamical　 field　 changes　 in　the　 nightside
magnetosphere.The　initial　 pulse　 in　 space　 are　 found　 to　 show　 peculiar
features.　 in　 Order　 to　 explain　 the　 peculiar　 features,　 we　 propose　 that　 the
current　 disruption　 region　 should　 be　 set　 up　 in　 the　 inner　 magnetosphere
than　 6.6Re　 during　 the　 substorm　 expansion　 onset,　 Furthermore,　 we　 w田
show　 a　local　 time　 distribution　 of　the　 events　 of　 the　 magnetic　 field　 change












○田光江 小原隆博(通 総研平磯環境センター)富 田二三彦(通 総研)
Development　 of　GMS　 Data　 Aquisition　 and　 Database　 Systems
OM .Den　 T.Obara(HiraisoSTRes.Ctr.,C肌)　F.Tomita(C肌)
It　is　well　 known　 that　 the　 relativis七ic　 particles　 are　 very　 hazardous　 to　space　 equipment　 and
astronauts,　 so　it　is　importallt　 to　monitor　 the　 space　 environment　 continuously.　 Since　 1979
Hiraiso　 Solar　 Terrestrial　 Research　 Center　 started　 to　 receive　 a　summay　 plot　 everyday　 from
Space　 Environment　 Monitor　 (SEM)　 onboard　 Japanese　 Geostationary　 Meteorological　 Satellite.
We　 have,　 then,　 developed　 a　data　 aquisition　 system　 from　 GMS-4　 as　well　 as　a　database　 system.
The　 real　time　 plot　 of　the　 data,　 which　 are　renewed　 every　 two　 minutes,　 are　presented　 by　 WWW
server　 from　 1994,　 We　 will　 report　 the　 data　 aquisition　 system,　 the　 real　 time　 data　 display　 by






宇宙放射線の計測は気象衛星 「ひまわり」(GMS)に よリ行なわれている(但 し現在のGMS-5以 降には計
測予定はない)、 通信総合研究所平磯センターでは気象庁より昭和54年 から前日分のサマリープロットを、また
平成3年 からデジタルデータを入手し.宇 宙天気予報に役立ててきた,そ してGMS-5の 打ち上げ以後 気象庁
でのGMS-4デ ータ受信 とりやめに伴い、平成6年 よりGMS-4か らの宇宙放射線データの直接受信 を開始 し
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デ ー タ管 理 用 計 算 機 、
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Modeling of solar wind control of the ring current buildup: 
 A case study of the magnetic storms in April 1997 
          Ebihara,  Y.(1) and Ejiri, M.(2) 
      (1) The Graduate University for Advanced Studies 
          (2) National Institute of Polar Research
The ring current buildup depending on the solar wind density and the time-dependent 
convection field is examined by using the numerical calculation. To obtain the current 
density, energetic ions injected from the night side boundary at  L=9 are traced under 
the dipolar magnetic field and the Kp dependent model of the Volland-Stern type 
convection field. The source distribution function at the boundary is assumed to be 
isotropic Maxwellian with the temperature of 5 keV and the number density depending 
on the solar wind density. Although the corrected Dst (hereinafter referred to as Dst*) 
has been usually calculated by the well-known Dessler-Parker-Sckopke relation, we 
derive the Dst* from the Biot-Savart integral over the whole three-dimensional 
distribution of the calculated current density of the ring current. The results are 
compared with the observed Dst* in the three successive storms in April 1997. The 
results are; (1) as for the first two storms, the major variation of the Dst* can be 
reproduced by a combination of the large increase of the solar wind density and the 
stronger convection field, (2) the convection outflow of the ions causes the initial rapid 
recovery of Dst* when the source density and the convection are relatively steady 
during the recovery phase, and (3) the westward ring current flowing in the outer 
magnetosphere (L>4-5) dominates the eastward current in the inner magnetosphere, 
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Fig. 1 
Kp index (top panel) 
and the estimated 
plasma sheet number 
density (second panel). 
In the third panel, the 
thick line and the thin 
line indicate the 
calculated Dst* and the 
observed  Dst*, 
respectively. The 
dashed line indicates 
the calculated Dst* but 
the charge exchange 





B× ▽Bド リフ ト電流で説明する試み
ネ扇 島 直 1東京大学OB)
B× ▽B-drift　 current　 in　 the　 ionosphere　 responsible　 for　 midsummer　 decrease　 in
the　 geomagnetic　 vertical　 intensity　 at　 pole　 stations.
Naoshi　 FUKUSHIMA　 (Professor　 Emeritus,　 University　 of　 Tokyo)
　　　 The　 vertical　 component　 Z　of　 the　 geomagnetic　 field　 decreases　 by　 severa!　 tens
of　 nT　 in　 midsummer　 at　 stations　 near　 the　 geomagnetic　 poles.　 This　 remarkable　 fact
has　 been　 known　 for　 more　 than　 30　 years　 without　 any　 reasonable　 interpretation・
It　 is　 tried　 here　 to　 attribute　 the　 peculiar　 Z-decrease　 to　 a　circumpolar　 B× 　▽B
drift　 current　 flowing　 eastward　 in　 the　 sunlit　 ionosphere　 over　 the　 polar　 region
under　 the　 permanent　 geomagnetic　 field　 B　 with　 its　 spatial　 gradient.
南北両半球の磁極 に近 い観測点においては、地磁気鉛直分力の絶対値が夏至に近い時
季には数十nTも 減少するという顕著な観測事実が30年 以上 も前から指摘されてはいる
{e.9.,　 Nishida,　Kokubun　and　Iwasaki,　 Rept.　Ionos.　Space　Res.　Japan,　2旦,73-78,
1966.)が 、この奇妙な現象に対する納得できる解釈 は未だに出されていない。 筆者は長
年この事実を気 にかけていたが、つい最近気付いた考え方をここに紹介する。
地球周辺空間で発生 している電流は電場 によるもの　(Pedersen　and　Hall　currents)
以外に、地球磁場の ▽Bに 起因する電流 も共存する。 磁気圏内では荷電粒子の ドリフ ト
運動が西 向き赤道環電流を形成 しているので、電離圏内でも日照半球の低緯度地域ではや
はり西向き電流が生 じている筈である。 電離圏の電気伝導度は日出時 ・日没時をはさん
で大 きく相違 しているか ら、低緯度日照半球の西向き電流は日出領域 に+の 過剰電荷、日
没領域には一の過剰電荷を集積 させる。 これ らの過剰電荷は、春秋時季以外 では一般に
地球磁力線に沿 って南北両半球 を結ぶ電流(日 出時には夏半球か ら冬半球に、日没時には
冬半球か ら夏半球に向けて)を 流れさせ、赤道地域において地磁気偏角日変化が独特な季
節依存性を示す原因となっている。
▽Bに 起因する電流 は　 BX▽B方 向に流れるので、地球上で緯度約27° よ りも高
緯度側の地域ではその電流は東向きになっている。 とくに夏季一日中太陽が沈 まない極
冠地域では、磁極をめ ぐる東向 き電流環がつ くられ、そのために磁極に近い観測点 におけ
る地磁気鉛直分力の値が減少すると考えられる。
宇宙電磁力学で広 く取 り扱われている"B× ▽Bド リフ ト"は 、一般に電離圏内にお
ける電流:電 場の関係を議論 している研究者の間では殆 ど考慮 されていないように筆者 に
は思えるので、B× ▽B方 向への電流を考慮する必要性を示す一例 としてここに示す。
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 Does auroral break-up take place in  low-I3 or in  high-13 region ?
0.  Sakai ,2, T. Ogata2, and D.N. Baker3
1. Department of Physics, Kurume National College of Technology, Kurume 
2. Department of Earth and Planetary Sciences, Kyushu University, Fukuoka. 
3. Laboratory for Atmospheric and Space Physics, University of Colorado, Boulder
Abstract. A simple MHD model is proposed of modulation of field-aligned particle 
flux by geomagnetic  N 2 pulsation. The model suggests a modulation of earthward 
flow along the field lines in different manner with respect to energies of the particles in 
the magnetosphere, namely those particles with energies less than few keV are liable to 
be accelerated out of the equator while the particles larger than keV energies are 
confined in the equator. The model result is accord with our recent observations for 
Pi2-associated particle flux modulations in the midnight magnetosphere and 
precipitation of aurora particles as observed by all-sky image. Such a precipitation 





斎゜ 藤 尚 生(東 北大・OB)・ 佐 藤 夏 雄(極 地研)
Two　 Kinds　 of　Solar　 Sources　 fbr　Auroral　 Substom　 Clusters
Takao　 Saito　 (Tohokuuniv.,　 oB)　 and　 Natsuo　 Sato　 (NationalInstitute　 ofpolarResea】rch)
Substoms　 tend　 to　occur　 suc㏄ssively　 as　clusters,　 which　 are　classi血ed　 i皿to　spo膿 血c　type　 and　 recurrent　 type.　 The
tenden(ワis　 caused　 by　chalacterisdcs　 of　the　solar　 wmd,　 and血mher　 to　various　 solar　phenomena.　 Th叫we　 analyze　 the





[サイクル23の 太陽面現象の、モデルによる説明。]太 陽観測衛星SOHOが 打ち上げられ、サイクル23か らモデル と
の更に細かい対比が出来るようになった。図1は 太陽黒点上昇期に太陽西半球で発生 したCMEの 代表例である。
先ず左(東)に 伸びる2本 の高緯度ス トリーマーは、静穏時の典型例であ り、図2と 比較 して も、それぞれは磁
警購響霧難警笛 、r群議9憲(騙 讐野宴霊鷲讐難1まξ甥聾鶴舞
たス トリーマーの形状は、磁気圏嵐発生時の 副reconneedonの 仕組みを、アナロジカル によく説 明しているこ
とも指摘 された。 そこで次に、単極の明るいス トリーマーが出来る仕組みが調べ られた。
[日食で実証 された単極流]大 きな単極領域の中に小さな双極領域が発生すると、コロナ領域の上部(流 源面)で は単
極領域を保ちなが ら、底部ではアネモネ型構造が出来ることを、「ようこう」の軟X線 画像で実証 した。太陽活動
上昇期には、太陽磁気圏中性面 より遙かに離れた高緯度単極領域に、単極ス トリーマーが出てい るのであるか ら、
その根元にはアネモネ型構造が生 じていなければならない。ちょうどこの時期 に皆既 日食が発生 し、コロナ底部の磁
場構造のはっきり推定できる写真が撮られた(図2)。 図で見られるように、高緯度ス トリーマーの根元に、アネ
モネ型の断面である2個 並んだループが、明瞭に指摘できる。またこのス トリーマーがnon-radia1　 であることも、
このアネモネモデル を支持 している。
[ハ ロー型CMEの 重要性]図4のCMEは 、「太陽」物理学研究上、極 めて貴重な資料である。しか しこのlimb-flare
に基づく　CME効 果 は遙か、～90° 地球を逸れて、西方空間に飛び去った。従って地球の磁気圏嵐への効果 を








EISCATレ ー ダーお よび地 上光学観測 に呼応 したス ウェーデ ン
に お け るARC　 (Auroral　 Rocket　 Campaign)ロ ケ ッ ト実 験 計 画
江 尻 全機t,麻 生 武 彦t,　Ake　STEEN'
(†:国 立極 地研 究所,*:ス ウ ェー デ ン スペ ー ス物 理研 究 所)
　 　 ARC　 (Auroral　 Rocket　 Campaign)　 Project　 in　Sweden　 in　conjunction
　 　　 　 　with　 EISCAT　 radar　 alld　ground-based　 optical　observations
　 　 　 　 　 　 EJIRI,　 Masakit,　 ASO,　 Takehikot,　 STEEN,　 Ake　 '
(†:　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 *:　Swedish　 Institute　 of　Space　 Physics)
A　 Japanese-Swedish　coordinated　 rocket,　 radar　 and　 optical　 campaign　 is　now　 planned　 in　Kiruna,　 Sweden　 to　study　 auroral
spectroscopy　 and　 electro-dynamics　for　three types　 of　auroras　 closely　 related　 to　three　 phases　 in　the　 auroral　 substorm　 cycle,
viZ.,　 stable　 arc　 (growth　 phase),　 active　 arc　 (break-up　 phase),　 and　 difiiuse　 aurora　 (r㏄overy　 phase).　 Scientific　 obj㏄tives
include　 the　 auroral　 aeronomic　 proce8s　 relative　 to　electron　 fiux　 and,　 thin　 auroral　 structures　 and　 vorticity
,　and　 quantitative
scenario　 in　MIT　 coupling　 Process.
我 が 国 とス ウェー デ ン との共 同 ロ ケ ッ ト観 測計 画ARC
(Aurora　 Rocket　 Campaign)プ ロジ ェ ク トは,ス ウ ェー デ
ンの キ ル ナ に お い てEISCATレ ー ダー とALIS　 (Auroal
Large　Imaging　 System)オ ーロ ラ多 点光 学観 測 ネ ッ トワ ー
ク な らび にKEOPS　 (Kiruna　 Esrange　 Optical　 Platform
System)と 呼 ば れ る 光 学 観 測 群,さ らに こ の オ ー ロ ラ現
象 に 関わ るで きる だけ 多 数 の観 測点 との 協 同観 測 に よ り,
オー ロラ生 成 の素 過程 お よび ダイナ ミッ クス を磁 気 圏 ・電
離 圏 ・熱 圏結 合 の3つ の レベ ル に対 応 した(1)静 か な ス
テ ー プ ル アー ク,(2)サ ブス トーム 時の ア ク テ ィブ な ア ー
クお よび(3)デ ィフユ ー ズ オー ロ ラに対 して解 明 す る こ
とを 目的 と してい る。 と りわ け大 きい特 色 と して,観 測 は
3つ のス ケー ル サ イズ す な わち ロケ ッ トに よ るオー ロ ラ粒
子,オ ー ロ ラ放射,夜 光,プ ラズマ 温度 密度 な どの 直接 観
測 やALISに よる広 域 画 像,フ ォ トメタ ーや分 光器 な どに
よる いわ ゆ る小 ス ケー ル の事 象,次 いでEISCAT,　 ALIS,
地 磁 気 観 測網,　SuperDARNや フ ァブ リペ ロー イ ン ター
フ ェ ロメ ター な どに よ る中 ス ケー ル の電 子密 度,オ ー ロラ
発 光 の3次 元 構造,電 離 層 対 流 パ ター ン,電 場,熱 圏風 な
ど の観 測,さ らに はSuperDARNや 極 周 回衛 星,ク ラ ス
タ ー ミッシ ョンな どに よる大 きな スケ ー ルで の観測 か らな
り,こ れ らが 互い に相補 い合 った 大規 模 かつ 総 合的 なキ ャ
ンペ ー ン観 測 の実 現 を目指 す。 オ ー ロラ物理 の複雑 さ はそ
れ が 磁 気 圏 ・電 離 圏 ・熱 圏結 合 と大気 エ アロ ノ ミー過 程 の
2つ の 側 面 を併せ 持 っ て いる こ とに よる。本 計画 で は,ス
テ ー プ ルな ア ー クの姿 が ア クテ ィブ アー ク,デ ィフ ユー ズ
オ ー ロ ラのそ れ とどの くらい異 な ってい るか を明 らか にす
る こ とに と くに向 け られ てい る。 こ の3つ の タイプの オー
ロ ラ は オ ーロ ラサ ブ ス トー ム サ イ クル の3つ の フェ ー ズ
す な わ ち成長 期(ス テ ー プル ア ー ク),ブ レ ー クア ップ期
(ア クテ ィブ アー ク),回 復 期(デ ィフユー ズ オー ロ ラ)と
そ れ ぞれ 密接 に繋 が って い る。ス テ ープ ルオ ー ロ ラア ー ク
は 中 程 度 の明 る さ(1(ト20kR,557.7nm)と 経 度方 向 に一
様 な 明 る さの広 が りを持 ち,緯 度 方 向に は一 層 で レイ構 造







































、小原 隆博、石橋 弘光(平 磯宇宙環境センター)
Quasi・Real　 Time　 Monitor　 of　Geomagnetic　 Field　 in　the　Northern　 and　 Southern　 Near・Pole　 Region
Tsutomu　 Nagatsuma,　 Takahiro　 Obara,　 Hiromitsu　 Ishibashi
　 　 Hiraiso　 Solar　 Terrestrial　 Research　 Center,　 CRL
Geomagnetic　 disturbance　 is　controlled　 by　 solar　 wind　 parameter.　 Merging　 electric　 field　 Em　 is　one　 of　 the
key　 parameters　 fbr　geomagnetic　 disturbance.　 The　 magnetic　 activity,　 i.e.　the　 variation　 of　the　 magnetic　 field
in　the　 near-pole　 region　 is　mainly　 caused　 by　 ionospheric　 Hall　 current　 within　 the　 polar　 cap　 and　 distant　 field-
aligned　 current　 at　the　 poleward　 rim　 of　 the　 auroral　 ovaL　 The　 former　 current　 is　related　 to　 the　 merging
electric　 field　 penetrated　 into　 the　 polar　 cap　 region,　 and　 the　 latter　 current　 is　related　 to　 the　 ionospheric
auroral　 electrojet.　 Therefbre,　 it　is　expected　 that　 the　 magnetic　 activity　 in　the　 near-pole　 region　 is　the　 useful
monitor　 for　 Em　 and　 auroral　 electrojet.　 In　 this　 paper,　 we　 compare　 the　 solar　 wind　 parameters,　 some
geomagnetic　 indices　 and　 magnetic　 activity　 in　 the　 near-pole　 region,　 and　 discuss　 the　 possibility　 fbr
predicting　 storm　 and　 substorm　 using　 quasi-real-time　 monitoring　 of　 the　 magnetic　 field　 in　the　 near-pole
region.
磁極領域の地磁気変動は太陽風電場　(Em・V(Bz2+By2)sin2(θ/2))の 変動 と相関が大変良い こ






集 してPCイ ンデックスを作成 し、太陽風から磁気圏に侵入 した電場のモニターとして、磁気
嵐や放射線帯粒子変動予測に応用する事を検討 している。現在、平磯では　INTERMAGNET経 由で
南極のVOSTOK基 地からのデータを準リアルタイムで受信 している。北磁極付近のデータとして
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      Cause of Variations of Relativistic Electrons at Geostationary Orbit 
      T.Obara T.Nagatsuma (Hiraiso ST Res.Ctr.) T.G.Onsager  (NOAA/  SEC) 
     It has been demonstrated that relativistic electrons disappear substantially at the 
  Geostationary orbit, once a major magnetic storm takes place. After the 
  disappearance of the relativistic electrons which can last as much as one day, an 
  increase in the flux occurs, often to levels that exceed the pre-storm level. Although 
  these flux variations have been commonly observed, it is not well known which 
  specific conditions of storms lead to large flux enhancement. Obara et  al. (1998) 
  demonstrated that IMF away structure activates the relativistic electron flux during 
  the storm recovery phase around the autumn equinox. Bottom figure shows 
  relativistic electron flux obtained from GMS/SEM (top panel) and Dst index 
  (bottom panel) covering August 12 to September 7, 1993. There are three major 
  storms in that period. Two of them produce a large enhancement of relativistic 
  electrons, which are corresponding IMF away (white portions) intervals. (cf. Obar  
 et  al., 1998). 
     Besides the sudden decrease at the magnetic storm onset, gradual decrease of the 
  relativistic electrons at the Geostationary orbit is found; for instance on August 24 
  and on September 2 in the Figure. There were large substorm activities on those 
  days, which caused a gradual decrease of the relativistic electrons. This reduction is 
  due to an intense induced electric field, causing a significant shift of the relativistic 
  populations toward the Earth. In the talk, we will discuss on this issue together with 
  other satellite data such as Akebono.
Reference; Obara.T, T.Nagatsuma, M.Den and E.Sagawa, Enhancement of the trapped radiation 
electrons at 6.6 Re during the storm recovery phase --- Results from analyses of GMS / SEM ---, 
Proc. NIPR sympo. Upper Atmos. Phys., 1998, in press. 
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     The statistical profiles of electron density 
        at the high latitude magnetosphere 
 oYasuyuki Sato, Akira Morioka,  Hiroaki Misawa,  Hiroshi Oya(Tohoku  Univ.)
 Electron density  profiles at the high latitude magnetosphere are not well known. We 
made a statistical investigation of the density profiles for geomagnetic activities, seasons 
and magnetic local time. The electron density data obtained by the Plasma Wave and 
Sounder experiment (PWS) on board AKEBONO (EXOS-D) satellite from 1990 to 1994 
were averaged for bins which consist of every 50 km  bight and every  1° in the invariant 
latitude. Then the density profiles were fitted by the function of altitudes to make the 
empirical model of electron density in these region. 
 We use the following function to fit,
 z  —  Zo   N
Q= Noexp                 Ho+13z 
,where  z(km) is altitude and  No,  zo,  Ho and  ,(3 are parameters respectively. One of the 
results is shown in  Figure.l. It can be confirmed that so-called plasma cavity, reported 
by  Ca/vert[1981],  Persoori et  a/419881 and other researchers, exist statistically although 
it is not so deep as they stated. The center of density depletions lies in invariant latitude 
near  74° ± 2° at dayside and 69° ± 3° at nightside. On the one hand, the densities increase 
in the latitude range from  75° to 85° at dayside. This region coincides with the intensive 
polar wind region mainly constituted by  HiAbe et  a/.49931. 
                           MLT 06:00 —> 18:00
i
 21     1 02 
                                                          GeocentricDi.tnnce(R.)
 Figure.1:The fitting result of electron density profiles for  06:00-18:00(MLT) 
  meridian plane with Kp  <  2+ and summer hemisphere. 
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上方 伝 搬 す るオー ロ ラ ヒスの伝 搬 ベ ク トル 解 析
松゜尾 敏郎1西 村恒人1木 村 盤根2
1京都大学大学院情報学研究科,2大 阪工大情報科学部
Propagation　 vector　 analysis　 of　funnel　 shaped
　　 　　　 　　 　　　 　 auroral　 hiss
゜T.　Matsuo1,　 T.　Nishimura1,　 1.　Kimura2
1　1〈yoto　 Univ.　 2　0saka　 Institute　 of　Technology
　 　Funnel　 shaped　 aurora　 hiss　which　 is　propagating　 upward　 is　observed　 by　 Akebono　 at　the　nightside　 auroral
region.　 As　 upper　 cut-off　 frequency　 of　hiss　 is　the　same　 as　electron　 plasma　 frequency　 at　the　 observation　 point,
we　 can　 know　 the　 information　 on　 extremely　 low　 electron　 density　 in　the　 polar　 magnetosphere.　One　 of　our
concern　 is　to　ascertain　 by　 the　 ray　tracing　 studies　 whether　 upper　 cut-off　 frequency　 of　upgoing　 auroral　 hiss　is
the　 same　 as　plasma　 frequency.　 In　this　 report,　 we　 will　discuss　 how　 it　propagate.
Funnel-shapedオ ーロラヒスは上方伝搬するヒスでDE
-1衛 星で最初に観測されたがこの ヒスの特徴はスペクト



























を表している。　9　kHzの ヒスの初期値 として,波 面法線方
向をレゾナンス角よりも15度 だけ小さい角で地球磁場に
たいして内,外 向きに,磁 気緯度64度 から69度 までの0.25
度間隔で,高 度が3,000kmか ら上方に打出した時の伝搬通
路 と波面法線角(矢 印付の線)の 変化の様子を図示したも
のである。
あけぼの衛星で観測されたfunnel　shapedヒ スのupper
cut-off　frequencyか らキ ャビ テ ィ内 の 電 子 密 度 は 激 し く変
化 して い る事 が 分 って い る 。 ま た 、電 子 と イオ ンのE-t
ダ イ アグ ラム に は 上方 伝 搬 す る ヒスが 観 測 され て い る 時は
上 昇 電 子 ビ ー ムが 観 測 され て い る事 が 分 っ た 。 しか し,電
子 ビ ー ム の緯 度 幅 は狭 く,狭 い 領 域 か ら 出 た ヒス が 広 い 緯
度 に わ た っ て観 測 され うるか ど うか は わ か らな い 。本 報 告
で は キ ャ ビ テ ィ内部 の電 子 密 度 変 化 が 激 し く,波 源 の 緯 度
幅 が 狭 い ケ ー ス につ い て も報 告 す る 予 定 で あ る 。
















図　 1,　 Altitude　 variations　 of　 propagation　 path　 and
　 　 　 wave　 normal　 direction　 of　upgoing　 hiss.
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磁 力線 方 向の イオ ン速 度 およ び 中性 風 に与 え る電 離 圏加 熱 の 影 響
○大山 伸一郎(名 大STEL)、 石井 守(CRL)、 野澤 悟徳(名 大STEL)、
ステファン ブ八一ト(名 大STEL)、 藤井 良一(名 大STEL)
Ionospheric　 heating　 effect　 on　 the　 field・aligned　 ion　 and　 neutral　 motion
°S
.　Oyama　 (Nagoya　 Univ.　 STEL),　 M.　 Ishii　(CRL),　 S.　Nozawa　 (Nagoya　 Univ.　 STEL),　 S.　Buchert　 (Nagoya　 Univ.　 STBL),
and　R.　Fujii　(Nagoya　 Univ.　 STEL)
Comparison　 of　field-aligned　 velocity　 measurements　 by　Fabry-Perot　 lnterferometer　 and　 EISCAT,　 which
were　 conducted　 for　a　night　 of　February　 8,　1997,　 showed　 that　the　green-line　 emission　 layer　in　the　auroral　 E-
region　 decreased　 with　 increasing　 energy　 of　particle　precipitation.　 Based　 on　CP-l　 data,　this　paper　 examines
the　ionospheric　 heating　 effect　on　the　variations　 of　field-aligned　 component　 of　ion　velocity.　 Then　 discussions
will　be　made　 about　 a　possible　 mechanism　 for　the　observed　 ion　motion　 du血g　 the　FPI-EISCAT　 campaign.
1997年1月11日 か ら2月13日 にかけてノルウェ ーの トロムソでFPI(フ ァブリペ
ロー干 渉計)一 －EISCAT(欧 州 非干渉散乱 レー ダー)同 時観測 を実施 した。 その うち2月
8日 につ いて磁力線 方向 の イ オン速 度(EISCATレ ー ダー か ら導 出)と 同方 向 の中性 風
(掃天型FPIか ら導出、波長 は557.7nm)と の比 較 を行 った。 これか ら約6keV以
上のエ ネルギ ーを持つ降 り込 み粒子 フラ ックスの増加は557.7nmの 発光高 度 を下 げる、
とい う結 果 を得 た。 これ はFPIで 観測 してい る発 光層 が 、この オー ロラ降下 電子 の エ ネル
ギー変化 と ともに変動 してい る ことを示 してい る。 今回 は、EISCAT　 CP-1デ ー タ
(磁力線方 向の電子密度、 イオ ン温 度、電子温度、 イオ ン速度)を 用 いて、電離 圏加熱 と磁 力
線方 向のイオン及 び中性風速度 との関連 につ いて報告す る。
電離 圏の加 熱 に寄与す る ものには ジュール加熱、降 り込 み粒子 に よる加熱が挙 げ られ る。 こ
れ らの加熱率 をそれ ぞれQj、 　QPと し、EISCAT　 CP-1デ ー タか ら計算 した。総加
熱率　(Qt=Qj+Qp)　 と比Qp/Qjを 用いて、大気 上昇流が下部熱圏 にて発生 す る条件
を調べ た。 また、 オーロラ粒子の降 り込みが観測 され る時 、加熱 によって イオ ン温度 が上昇す
る高度 の下限 とイオ ン速度の上昇流 が発 生する高度の下限 は、前者の方が10km程 度低 い こ
とが わかった。 これ らを踏 まえてFPI-EISCAT同 時観測結果 につい ての議論 を行 う。
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　　　　　　　　　　　　Pedersen　 current　 carried　 by　electr℃ns.
-　Analysis　 by　using　 EISCAT　 CP　 data　and　 quasi-linear　 theory.一
斎゜ 藤 享
、 野 澤 悟 徳 、 ス テ フ ァ ン ブ 八 一 ト 、 藤 井 良 一 、 松 浦 延 夫
(名 古 屋 大 学 太 陽 地 球 環 境 研 究 所)
ア ス ゲ イ ア ブ レ ッ ケ(ト ロ ム ソ 大 学 オ ー ロ ラ 観 測 所;ス ヴ ァ ー ル バ ル 大 学)
Pedersen　 current　 carried　 by　electrons.　 -　Analysis　 by　us㎞g　 EISCAT　 CP　 data　and　quasi-1inear　 theory.
°S
.　Saitol,　 S.　Nozawal,　 S.　C.　Buchert1,　 R.　Fujiil,　 N.　 Matuurai,　and　 A.　Brekke2,3.
iSolar-Terrestrial　 Envirorment　 Laboratory,　Nagoya　 University,　 Japan
2The　 Aurora1　 0bservatory,　University　 of　Troms¢,　 Norway
3The　 University　 Courses　 on　Svalbard,　Norway
In　the　 ionosphere,　 there　 are　two　 field-pe】4)endicular　 currentS,　 Hall　 and　 Pedersen　 currents
,　respectively.　 Up
to　now,　 it　is　believed　 that　 electrons　 would　 coUide　 with　 neutrals　 so　rarely　 that　 Pedersen　 current　 would　 be
carried　 by　 ions　 only・ 　The　 present　 stUdy　 shows　 it　is　not　 always　 tue,　 that　 is,　electrons　 somet㎞es　 contribute
to　Pedersen　 current　 signi五cantly・ 　When　 the　electric丘eld　 is　strong,　electrons　 are　heated　 up　 by　 unstable
Farley-Buneman　waves　 through　 effective　 collisions　 at　a　frequency　 comparable　 to　the　 electron
gyrofrequency,　 which　 means　 electrons　 are　 strongly　 scattered.　 We　 have　 applied　 quasi-Unear　 theory
(Robinson,　 1986)　 to　estimate　 the　 effective　 collision　 frequency　 between　 electrons　 and　 ,plasmonsl,　 which







where　 e　is　the　elementaly　 charge,　 Ne　is　the　electron　 density,　 B　is　the　strength　 of　the　magnetic　 field,　n,　 is　the
electron　 gyrofrequency,　 and　 vφistheef飴ctive　 collision　 frequency　 between　 electrons　 and　plasmons.　By
this　analysis,　 we　 have　 gotten　 some　 events　 where　 the　height-integrated　 Pedersen　 conductivity　 contributed　 by
electrons　 becomes　 up　to　25%　 of　those　 by　ions.
As　the　Pedersen　 current　 dissipates　 energy,　 the　present　 study　 shows　 the　energy　 dissipated　 in　the　strong







A　 study　 on　 the　 Arctic　 upper　 atmosphere　 dynamics　 by　 the　 coor(linated
　 　 　 　 EISCAT/MF/MW/MST/HF　 radar　 observations
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ASO,　 Takehiko　 and　TSUTSUMI,　 Masaki
　 　 　 　 　 　 　 　 　 (National　 ]【nstitute　of　Polar　Research)
A　study　 on　 the　polar　 upper　 atmosphere　 dynamics　 by　the　coordinated　 radar　 ob8emations畑now　pl m by　the　EIS-
CAT/MF/MW/MST/HF　 radar　 network　 already　 deplqyed　 or　t(>be-deployed汕the　 Arctic　 region.　 Transport　 and　 dissi-
pation　 of　energy　 and　 m。mentum　 in　the　form　 of　mean　 wind,　 tide,　long-period　 planetary　 wsve　 and　 gravity　 wave　 in　the
lower　 thermosphere　 at　higher　 latitudes　 are　the　main　 is8ues　 in　view　 of　dynamical　 coupling　 both丘om　 magnetospheric














の観測を企図 している。 さらにFPIな どの地上光学観測




1.　Scandinavia/Svalbardにお け るMF/MWレ ー ダ
ー ,　EISCATレ ー ダー,HFレ ー ダー 等 の 同時観 測,
流 星 エ コ ー観 測
2.現 在 設 置 計 画 中 のHeiss　 Is.　(80.5N,　 58E),Dixon　 Is.
(73.5N,80.4E),PointBarrow(71.2N,157W)の流 星
レー ダ ー,ResoiuteBay(74.7N,94.9W)のVHFレ




1.流 星飛跡の ドリフ トと中性風速,電 場,磁 場の定量
的関係の解明
2.極 冠域中層大気 ・下部熱圏大気波動(重 力波,半 日
/一 日大気潮汐波,惑 星波動),卓 越風のクライマ
トロジー(季 節変動他)の 解明
4.波 動の南極/北 極対称性の検討
5.下 層大気 との力学的繋がりの解明,中 間圏界面での
風 ・波動 とPMSE(MSTレ ーダ)/NLC,温 度場(ラ
イダ)の 相関解析による物理過程の解明
6.オ ーロラ,地 磁気擾乱に伴 う大気波動変動の解明
である。この研究はまたTroms¢ 大学や　Colorado大 学.
ObninskのIEM等 との国際共同として計画 されてお り,
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MFレ ー ダ ー を 用 い た 流 星 風 観 測
堤゜ 雅 基1
、　David　 Holdsworth2、 　Iain　 Reid3
(極 地 研1、　ATRAD2、 ア デ レ イ ド 大3)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Meteor　 observations　 with　 an　 MF　 radar
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 °Masaki　 Tsutsumii,　 David　 Holdsworth2、 　Iain　 Reid3
(Nation訓Institute　 of　Polar　 Research1,　 Atmospheric　 Radar　 Systems
　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 Australia2,　 Univ.　 of　Adelaide,　 Australia3)
　 　 　 We　 conducted　 meteor　 echo　 observations　 using　 an　 MF　 radar　 at　Adelaide,　 Australia　 on　 October　 22,　 1997
.　Although　 a　fUn-correlation-analysis　 is　usually　 used　 to　estimate　 horizontal　 wind　 velocities　 in　60-100km
　 　 altitudes　 with　 MF　 radars,　 the　 radars　 have　 a　potential　 to　detect　 meteor　 echoes　 and　 infer　 winds　 throughth
eir　Doppler　 frequency　 shifts　 as　wen.　 Because　 of　the　relatively　 low　 radio　 frequency　 employed,　MF　 radars
織1識e綴 悟蠕 」°織 鵠i蠕 、書i艦,蠕,識 閾t聯3㌫ 織 鑑 識
　 　 w111d　 observations.
極地研究所超高層グループでは、　MFレ ーダーによる中間圏 ・下部熱圏風速観測を1999年 より昭和基地にて
開始予定である。通常のMFレ ーダー観測では、D層 の電子密度揺らぎに伴 う屈折率勾配による電波散乱を利





る。そのため流星観測に通常使用されるVHF帯 のシステムでは高度100km強 で観測限界となる。 ところが
エコーの継続時間は用いる電波の波長の2乗 に比例するため、　MF帯 のような低い周波数を使用すればこれま
で観測の難 しかった高度領域 まで観測が可能になる。なお、電子密度の高 くなる昼間にはMF帯 電波は全反射
されるために観測は夜間に限定され、さらに静穏日以外では観測は難 しいという制限がある。
我々はオーストラリア ・アデ レイド大学のMFレ ーダー(1.98MHz)を 使用 した流星エコー観測を1997年
10月22日0-5LTに 行った。送信電力は50kW、 送信ビームは天頂角25度 東西南北4方 向を使用 し、受信に
はダイポールア ンテナ5基 を用いて電波干渉計 を構成 した。風速観測に使用できる低密度型飛跡 と考えられる
エコーが少なくとも230個 ほど得 られた。流星エコーは120kmの 高さまで観測され、風速も2時 間4kmほ ど
の分解能で115kmま で推定でき、　MFレ ーダーによる流星観測の大きな可能性が示された。






























昭 和 基 地 に お け る熱 圏 風 速 ・温 度 観 測 用
ファブ リー ペ ロー イメー ジ ャー の 開 発
○田 口 真 、岡 野 章 一(国 立 極 地 研 究 所)
Development　 of　a　Fabry-Perot　 lmager　 for　Monitoring　 of　Thermospheric　 Wind　 and
　　　 　　　 　　　 　　　 　 Temperature　 at　Syowa　 Station
°Makoto　 Taguchi　 and　 Shoichi　 Okano　 (National　 lnstitute　 of　Polar　 Research)
　 We　 have　 been　 developing　 a　new　 Fabry-Perot　 imager　 (FPI)　 for　monitoring　 thermospheric　 Wind　 and
t・mp・ ・atUr・atSy・w・St・ti・n.FPIwillbeequipP・dwith・t・mp・at ・e・t・bili・ ・dF・bry-P…t・t・1・nwith
150im　 clear　 aplrture　 and　 a　cooled　 bare　 CCD　 as　an　image　 sensor.　 Special　 care　 is　taken　 in　designing　 F-PI
fbr　 etalon　 gap　 stability　 which　 is　the　 key　 factor　 fbr　accurate　 measurements　 of　wind　 and　 temperature.　 To
・upP・esserr・rsdu・t・t・mp・・aland・p・ti・li・h・m・9・n・ity・f・ur・・al・missi・nim・g・ ・willb・ ・ead・ut・t
a　frequency　 of　20Hz　 in　synchronization　 with　 etalon　 gap　 scanning.　 Thermospheric　 wind　 and　 temperature
fields　 will　 be　 obtained　 in　 l　minute　 with　 errors　 of　5m/s　 and　 20K,　 respectively.　 FPI　 will　 be　 operated　 at





















































































initial　results　 of　mesopause　 temperatUre　 observation
with　 a　sodium　 temperature　 lidar　at　Shinshu　 University
　 　 　 　 Takuya　 D.Kawahara,　 Tsukasa　 Kitahara,F
umitoshi　 Kobayashi,　 Yasunori　 Saito　 and　 Akio　 Nomura
　 　 　 Faculty　 of　Engineering,　 Shinshu　 University
The　 laser　 transmission　 system　 of　a　sodium　 temperature　 lidar　was　 safely　 transferred　 to　Shinshu
University　 in　last　April　 and　 we　 started　 doing　 basic　 experiments.　 The　 589　 nm　 laser　 band　 width　 is　well
narrowed　 less　than　 100MHz　 which　 is　enough　 for　the　temperature　 measurements.　 Besides,　Na　 D2
resonance　 fluorescence　 signaI　 from　 a　Na　 cell　was　 successfUlly　 measured.　 We　 discuss　 the　initial
results　 of　the　mesopause　 temperature　 observation　 at　Shinshu　 University.
40次 南極越冬観測のためのナ トリウム温度 ライダーが4月 下旬に信州大学に納品され、受信系 とと




1)レ ーザーのスペ クトル幅がNa　D2共 鳴散乱断面積のスペク トル幅(FWHM　 -・3pm)に対して十分 に狭
いこと
2)NaD2共 鳴散乱断面積スペクトル内の2箇 所に精度良く波長をチューニングすること
などが最も基本的な事項としてあげ られる。1)に 関しては、0.1pm以 下のスペク トル幅であること
が測定され、観測に十分な狭帯域レーザーとなっている ことがわかっている。2)に ついて、絶対波
長のモニター としてNa　cellが用 いられるが、波長をスキャンしてcellか らの共鳴散乱光のモニターを
測定することに成功 した。検出された強度分布は共鳴散乱断面積の形を模擬 しており、適当な2波 長
に レーザーを同調させることで温度測定が可能になる。




Figure　 l　 Na　D2　resonance　 fluorescence　 monitored　 with　 a　Na　 cel1　.
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Schumann Resonance Amplitude and Global Lightning Activity
A.P.  Nickolaenkol, M. Hayakawa and Y. Hobara
The University of Electro-communications 
 Chofu-city, Tokyo Japan
      The Schumann resonance (SR) is an electromagnetic phenomenon in the Earth-ionosphere 
cavity. The resonance reveals itself as a succession of peaks in the amplitude or intensity spectra of 
the natural electromagnetic noise at frequencies around 8, 14, and 20 Hz. The world-wide 
thunderstorm activity is the main source of the electromagnetic energy in the SR frequency  hand. 
The tropical thunderstorms play dominant role as the source of this radiation. These drift around 
the Earth trough the day causing variations of the amplitudes and peak frequencies of the 
Schumann resonance. 
      We analyze the long-term records of the SR in the horizontal magnetic and vertical electric 
field components in an attempt to deduce the diurnal and seasonal variations of the intensity of the 
global thunderstorm activity. Three SR modes were monitored at the Tottori observatory in 1968  -
1971 (a horizontal magnetic field component, geographic coordinates 35.5°N, 134.33°E, Japan), 
and at the Nagycenk observatory since 1993 (the vertical electric field component 47.6°N, 16.7°E, 
Hungary). 
      Amplitude of the Schumann resonance oscillations depends on two factors. The first is the 
level of the global thunderstorm activity. The second is the distance between the observatory and 
the lightning discharges. When obtaining the estimates of the world-wide lightning activity, we 
have to eliminate the distance signatures from the data recorded. We used two approaches for this 
purpose. The first technique evaluates the source distance using the ratio of the amplitudes of 
individual Schumann resonance modes. The second one applies cumulative resonance intensity, 
that is almost independent on distance. We demonstrate that both the estimates of the global 
thunderstorm activity coincide with 30% accuracy. 
The main results of our analyses are following: 
Estimates of the global lightning activity based on the cumulative resonance and refined intensity 
data coincide with the 30% accuracy that we consider as an estimate of the precision of our output 
data. 
Long-term records of the SR amplitudes reveal diurnal, seasonal and annual variations.




Choosing the place for the global Schumann resonance monitoring
A.P.  Nickolaenkol and M. Hayakawa
The University of Electro-communications 
      Chofu-city, Tokyo Japan
     We present the results of numerical modeling of the extremely low frequency (ELF) radio 
wave propagation in the Earth-ionosphere cavity. The wave attenuation in the frequency range 
from a few hertz to some terns of hertz is very low enabling a radio wave to multiple travel around 
the globe. The Schumann resonance (SR) phenomenon is observed in this frequency band when 
such waves return to the initial point with a phase shift proportional to  ac. Natural extremely low 
frequency electromagnetic (EM) signal originates from the world-wide thunderstorm activity. 
Therefore, its amplitude depends on the level of the global lightning activity. The Schumann 
resonance (SR) is among the most promising EM tools to perform monitoring of the global 
warming. The reason is a rather straightforward one: the surface temperature governs the air 
convection and the cloud formation processes. Hence, the SR amplitude or the level of the ELF 
natural EM noise radiation depend on the temperature of the planet. As the SR wavelength is about 
the Earth's circumference, the ELF monitoring at a single observatory presents the data 
"automatically" averaged over the whole planet. 
      At least two observatories perform the SR monitoring nowadays. One works continuously 
in Hungary since May 1993 and another is used in the USA. When monitoring the SR signal at a 
middle latitude field-site, the main problem is linked to the influence of the diurnal and seasonal 
drift of the world-wide thunderstorm activity that is superimposed on the purely intensity 
variations. Therefore we sought the places at the globe where the diurnal and seasonal movements 
of global thunderstorms play a minor role due to purely geometrical considerations. In this context, 
the field-sites at the polar region are promising. 
      We model the variations expected at the Antarctic Japanese Syowa station and compare 
these with the data simulated for the middle latitude observer in Japan. Advantages of the polar 
observatory are discussed.
1  On leave from the Institute of Radiophysics and Electronics Ukrainian Nation
al Academy of Sciences, 
Kharkov, Ukraine
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種分球及 びスペク ト日夕 一夕壱用 いた
全天カ メラ、掴天7オ トメータの校正
P-01
塩 川 和 夫 、 加 藤 泰 男 、 佐 藤 貢 、 江 尻 省 、 小 川 忠 彦 、 岡 野 章 一
(名 大STE研)(極 地 研)
Calibration　of　 All-Sky　 Cameras　 and　 Scanning　 Photometers
Using　 an　 Integrating　Sphere　 and　 a　 Spectrometer　a 　 NIPR
Shiokawa,　 K.,　Y.　Katoh,　 M.　 Satoh,　 M.　 Ejiri,　T.　Ogawa,　 and　 S.　Okano
　 　 　 　 (STE　 Lab.,　 Nagoya　 Univ.)　 (NIPR)
　 　 The　 2m　 integrating　 sphere　 and　 the　spectrometer　 at　the　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 were
used　 to　calibrate　 three　 all-sky　 monochromatic　cameras　 and three　 meridian-scanning　tilti g　 photometers.
They　 are　 used　 to　obtain　 flat-field　 images　 and　 absolute　 sensitivity　 of　 the　 optics　 together　 with　 the　 shape
of　 the　 transmittion　 function　 of　 band-pass　 filters.　 Using　 the　 spectrometer,　 we　 found　 that　 the
transmission　 function　 slightly　 varies　 depending　 on　 the　 location　 in　 a　filter　 surface.　 We　 also　 found
using　 the　 integrating　 sphere　 that　 some　 image-quality　 filters　 cause　 substantial　 interferense　 pattem
(Newton　 Rings)　 in　final　 images.
私 た ち は 、 国 立 極 地 研 究 所 の2m積 分 球(オ プ トロ ニ ク スOL462-80
A)及 び 分 光 ス ペ ク トロ メ ー タ ー(日 立U-3300)を 用 い て 、3台 の 単 色
全 天 カ メ ラ と3台 の 掃 天 テ ィ ル テ ィ ン グ フ ォ トメ 一 夕 の 校 正 実 験 を 行 っ た 。 こ
の 実 験 か ら 、 全 天 カ メ ラ の 画 像 の 非 一 様 の 校 正 デ ー タ と 、 両 機 器 の 絶 対 感 度 、
フ ィ ル ター の 透 過 関 数 を 調 べ た 。 分 光 ス ペ ク トロ メ ー タ ー に よ っ て 、 バ ン ドパ
ス フ ィ ル タ ー の 透 過 関 数 は 、 フ ィ ル タ ー の 中 心 部 と周 辺 部 に お い て 若 干 異 な る
こ と が わ か っ た 。 ま た 、 積 分 球 の デ ー タ か ら 、 全 天 カ メ ラ で 用 い ら れ て い る い
くつ か の フ ィ ル タ ー に 対 して 、 イ メ ー ジ ク オ リ テ ィ ー の フ ィ ル タ ー 内 の 干 渉 に
よ っ て 、 最 終 画 像 に 図1に 示 す よ う な 縞 模 様 が 現 れ る 場 合 が あ る こ とが 新 た に
わ か り、 問 題 の あ る フ ィ ル タ ー に 関 し て は 、 交 換 さ れ る こ と と な っ た 。
図1:全 天 カ メ ラNo.1の 積 分 球
画 像(フ ィ ル タ ー:630nm)。 ブ
イ ル タ ー 内 の 干 渉 に よ る 縞 模 様 が 見
え る よ う 、 濃 淡 の ス ケ ー ル を 変 え て
強 調 し て い る 。 画 像 内 の 黒 い 円 は 積
分 球 の 継 ぎ 目 。
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中国 中 山基 地 にお ける
高速 スキ ャ ンニ ン グフ ォ トメー ター を用 い た
オ ー ロラ光学 観 測
菊池雅行 ・小野高幸 ・木山喜隆 ・.YangHuigen　・　Leu　Ruiyuan　・佐藤夏雄
Observation　 of　aurora　 with　high　 speed　 sca皿ing　 photometer
　　　　　　　　　 at　the　Zhong　 Shang　 Station.
M.Kikuchi・TOno・YKiyama・YangHuigen・Leu　R iyuan・N.Sato
　 　 Since　 1995,　 high　 speed　 scanning　 photometer　 and　monochromatic　 all　sky　TV　 camera　 has　been　 working　 in　Zhong　 Shang
stadon　 (69.37° 　 S,　76.38° 　E,　invariant　 ladtude　 74.49° 　)　for　observation　 of　aurora.　 The　 characteristics　 of　photometer　 are　as
follow;　 wave　 length　 are　630.0,　 557.7,　 427.8㎜,　 range　 of　scanning　 angle　 is　180　degree　 from　 no血to　 south,　sampling丘equency
is　100Hz,　 and　time　resolution　 is8second　 (max2sec)　 for　each　 scan.
中国の南極基地である中山基地は不変磁気緯度76.49度 に位置する。 このため、オーロラ帯に位置す る昭和基地
とは違った性質の、オーバルの高緯度境界付近のオーロラや、昼間側のオーロラを観測することができる。 さらに
中山基地は昭和基地HFレ ーダーの視野直下に位置 している。 このためレーダーを用いた電離層対流パターンの観
測 と、昭和基地では行えない レーダー直下でのオーロラ光学観測を行 うことができるとい う利点がある。1995年
より、中山基地においてオーロラのモノクロ全天テ レビカメラ観測および高速スキャンニングフォ トメータによる
分光観測が開始された。 このフォ トメーターは35次 隊により昭和基地で使用されたものとほぼ同形機である。本
講演ではフォ トメータのシステム、解析処理、および初期結果にっいて述べる。
フォ トメーターの光学的特性は、観測波長は427.8、557.7、630.0㎜ の3波 であり、角度分解能は1.6度である。
機械的特徴は、掃天角180度 、掃天時間は一掃引あた り最高2秒 、通常運用で8秒 である。データ記録は6チ ャン
ネルで行い、その内容は掃天角、シャッターステータス、天頂角度フラグおよび光学データ3波 長である。サンプ












行松 彰(極 地研)、MikePtmock　 (BAS)、
渡 辺正和 、山岸久雄、佐藤夏雄(極 地研)
The　 Ionospheric　 Cusp's　 Response　 to
㎞pulsiveIMFChanges
A.Sessai　 Yukimatu(NIPR),　 M.　 Pimock(BAS),
M.Watanabe,　 H.Yamagishi,　 N.Sato(NIPR)
　 　 A　 Special　 Radar　 Control　 Program,　 Nasu'　 ran　 on　 our　 Syowa
SuperDARN　 HF　 radar　 in　SuperDARN　 Discretionary　 Time,　 which　 obtained　 8-
second　 resolution　 data　 from　 a　special　 beam　 over　 Chinese　 Zhongshan　 Station
and　 got　 global　 convection　 about　 every　 100　 seconds　 simultaneously.　 Between
8　and　 10　 UT　 on　 July　 15th,　 1997,　 'Nasu'　 got　 good　 echos　 back　 from　 LLBL
and　 cusp　 regions　 which　 show　 intermittent　 poleward　 flows　 from　 LLBL　 to　cusp
that　 we　 believe　 are　 FTEs.　 When　 IMF　 Bz　 obtained　 by　 WIND,　 IMP　 and
Geotail　 turned　 from　 negative　 to　positive　 value　 very　 sharply,　 the　 FTEs
suddenly　 stopped　 with　 a　certain　 delay　 time　 and　 they　 recovered　 when　 Bz
tumed　 back　 to　southward.　 We　 discuss　 on　 how　 FTEs,　 TCVs　 and　 Lobe　 Cell
Reconnection　 and　 so　on　respond　 to　changes　 of　IMF　 and　 solar　 wind　 dynamic
P「essu「e・
南極 昭和基地 のSuperDARN　 HF　 レーダーをDiscretionaryTimeに 、　 「Nasu」 とい
う極地研 開発の レーダー制御 プ ログラム を走 らせ、 中山基地上空 を含 む ビーム
6を8秒 の時 間分解 能で観測 しなが ら、 同時 に広域 電離層対 流 を約100秒 毎 に
取得す る特別モ ー ドで観測 した。
1997年7月15日 の8時UTか ら10時UTの 間に、 カス プ及 びU.BL近 傍か ら得
られた ビーム6の 良好 なエ コーは、　LLBLか らcuspに 向 けて、数分毎 に間欠的 に
生 じる早い極向 きの流れ を伴 ってお り、 これ を我 々は、　FTEを 電離 層 で とらえ
た もの と考 えて い る。一一方 、この頃 、WIND、 　IMP、　GEOTAIL衛 星は すべ て、
惑星間空 間 に位 置 し、惑星間空 間磁場 のZ成 分 はほ ぼ南向 きであ ったが 、約1
5分 間 だけ鋭 く北向 きに変化 していた。　HFレ ー ダーで捉 えたFTEも 北 向 き磁場
の電離層 へ の伝播 時間 を考慮 に入れた時間差 を もっ て、丁度15分 間停 止 してお
り、非常 に見事 に対応 している。 この時刻の対応 を元 に逆 に他 の細 か な惑星 間
空 間磁場 、太陽 風動圧の変化 とHFレ ー ダーで捉 えた、　FTE等 の電離層 対流 の変
化 を比べ る と、非常 に細かい応 答が見 られるこ とが よく見 て取れ る。講 演 では、
惑星 間空 間磁場 の変化、惑 星間空 間動 圧 の変化 と、　FTEやTCVと の対 応、 また、




サ ンア ライ ン ドア ー クに伴 い観 測 され る
夜側極 冠域 太 陽方 向プ ラズ マ流
○渡辺正和、佐藤夏雄(国 立極地研究所);レ イ モン ド・グ リー ンウオール ド(ジ ョンズ ホ
プキ ンズ大学応用物理研究所);リ チ ャー ド・レアデ ン(ロ ッキー ド ・パ ロ ・アル ト研究 所);
マイケル ・ピノック(英 国南極調査所)
　 　 　 　 　 　 　 　 Sunward　 plasma　 flows　 in　the　 nightside　 polar　 cap
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 associated　 with　 sun-aligned　 arcs
Masakazu　 Watanabe　 and　 Natsuo　 Sato　(National　 Institute　of　Polar　 Research);　 Raymond　 A.　Greenwald　 (The
Johns　 Hopkins　 University,　 Applied　 Physics　 Laboratory);　 Richard　 L　 Rairden　 (Missiles　 and　 Space
Company,　 Inc.,　Lockheed　 Palo　Alto　Research　 Laboratories);　 Michael　 Pimock　 (British　Antarctic　 Survey)
We　 report　 narrow-channel　 sunward　 flows　 observed　 near　 the　nightside　 polar　 cap　 boundar)几Plasma
flows　 in　the　 2200-0000　 magnetic　 l㏄alt㎞e　 sector　 are　usually　 equatorward　 or　anti-sunward　 as　 expected
丘om　 the　 global　 pattem　 of　 large-scale　 ionospheric　 convection.　 Occasionall)～ 　however,　 narrow-channel
sunward　 flows　 are　 found　 transiently　 (～10-20　 min)　 near　 the　polar　 cap　 boundar)㌧hl　 this　 paper　 we　 report
one　 of　 such　 events　 observed　 by　 Goose　 Bay-Halley　 Bay　 corりugate　 radars　 together　 with　 simultaneous
observations　 by　 allsky　 imager　 at　Sondrestromfjord,　Greenland.　 The　 sunward　 now　 event　 we　 describe　 here
occurred　 in　O130-0145　 UT　 on　 February　 2,　 1995.　 The　 phenomenon　 was　 observed　 both　 in　the　 northem
(Goose　 Bay)　 and　 southem　 (Halley　 Bay)　 hemispheres.　 Prior　 to　OO30　 UT,　 the　interplanetary　 magnetic　 field
(IMF)　 was　 stably　 northward.　 It　hlmed　 southward　 at　OO30　 UT　 and　 then　 tumed　 northward　 again　 at　O120
UT　 A　 well-defined　 sun-aligned　 arc　was　 observed　 by　 the　allsky　 imager　 at　Sondrestrom巧ord　 up　 to　～0120
UTA丘er　 that　 the　sun-aligned　 arc　starts　 to　fade　 away　 in　response　 to　the　southward　 tuming　 of　the　IME　 and
at　the　same　 time,　 to　the　east　 of　the　 sun-aligned　 arc,　 a　faint　east-west　 arc　comes　 into　 the　 field　of　view　 of　the
allsky　 imager丘om　 geomagnetic　 no曲and　 migrates　 equatorward』1e　630一 ㎜emission　 poleward　 of血e
east-west　 arc　is　nearly　 background　 suggesting　 that　 the　east-west　 arc　marks　 the　 polar　 cap　 boundary.　 Tb　 the
west　 of　the　east-west　 arc,　 there　 is　an　 emission　 region　 bulged　 poleward　 and　 composed　 of　 remnants　 of　the
sun-aligned　 arc.　 It　is　in　this　 bulged　 region　 that　 the　 fast　sunward　 flow　 was　 observed加0130・0145UT.
Thus　 we　 infer　 the　sunward　 fast　flow　 is　a　transient　 phenomenon　 in　the　 distant　 magnetotail　 ass㏄iated　 with
the　transition　 from　 northward　 to　southward　 IMF　 On　 the　basis　 of　these　 observational　 facts,　 we　 will　 discuss
the　relationship　 between　 the　transient　 sunward　 flows　 and　 the　ebb　 and　 flow　 of　sun-aligned　 arcs.
夜側極冠域で観測され る太陽方向プラズマ流 につ いて報告す る。2200-0000地 磁気地 方時に
おいては、一般的には電離 圏プ ラズマ対流は反太陽方向である。 しか し時 として経度 方向に
狭い太陽方向の高速流 がグースベイの短波 レーダー(カ ナダ東部か らグ リー ンラ ンド西部 を
覆 っている)で 観測 されるこ とがあ る。その様な事象 の うち、比較的観測項 目のそろ ってい
る1例 について本講演で紹介す る。その事象は1995年2月2日0130-0145世 界時に起 こ った。太 陽
方向 の流れ はグースベ イ レーダー視野 の地磁 気共役領 域を観測す る南半球のハ レーベ イ短波
レー ダーで も観測 され た。惑星 間磁場は0030世 界時まで安定 して北 向きであ り、0030世 界時
に南 向きにな った後 、0120世 界 時に再び北向きに変わった。グース ベイ レーダーの視野にあ
るソ ン ドレス トロムフ ィヨル ド(グ リー ンラン ド西海岸 ・地磁気緯度73度)の 全天カ メラ光
学観 測による と、0120世 界 時まで比較 的安定 したサ ンア ライ ン ドアー クがみ られるが、その
後惑 星間磁場 の南転を受けて消え始め る。それ と同時 に東西方 向のア ークが高緯度側か ら現
われ始め低緯度側に進 んでゆ く。東西方向アークの高緯度側 にお ける630㎜ の発光 は背景 に近
く極 冠だと思われ る。すなわ ちサブス トームのグロー スフェイズ的な様相を示 す(惑 星間磁
場が再び北向 きになったため 、サブス トームは起こって いない)。 この東西方 向アー クの西
側 に、先に消え始 めた サ ンア ライ ンドアークの残 りで高緯度側 に膨 らん だ発光 領域が ある。
0130-0145世 界時に観測 された太 陽方向の高速 流はここで起こ っている。以上 のような時間発
展 および南北共役性を 考慮す ると、こ こで観 測された太 陽方向の高速 流は、惑星間磁 場が北
向きか ら南向 きに遷移 す る時の、磁気 圏深尾 部における一過的な現象 であると考え られる。
この現象に対す る解釈 は現在 の ところ まだ得 られていないが、講演で は現象論 を 中心 に して
サ ンアライ ン ドアー クの消長 と太陽方向高速流の関係 について議論 したい。
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ファブリーペロー ドップラーイメージャーとHFレ ー ダー
同時観測による極域熱圏中性風とプラズマ ドリフ トの関係
坂野井健、福西浩(東 北大理)、 佐藤夏雄、山岸久雄、行松彰(国 立極地研)
Relationship　 between　 thermospheric　 winds　 and　 plasma　 drifts　 in　 the　 auroral　 region
　　　　　　　　　　　　 using　 simultaneous　 FPDlS　 and　 HF　 radar　 observations
　　Takeshi　 Sakanoi,　 Hiroshi　 Fukunishi　 (The　 graduate　 school　 of　 Tohoku　 University)
Natsuo　 Sato,　 Hisao　 Yamagishi,　 Akira　 Yukimatsu　 (National　 lnstitute　 of　 Polar　 Research)
In　order　 to　clarify　 the　relationship　 between　 themospheric　 whlds　 and　 plasma　 dri丘s　in　the　 auroral
region,　 we　 have　 analyzed由ermospheric　 wind　 data　 and　 plasrna　 dli丘data　 obtained　 by血e　 Fably-Perot
Doppler　 Imaging　 System　 (FPDIS)　 and　 the　HF　 radar,　respectively,　 at　Syowa　 station,　 Antarctica　 (66.4
deg.　 MLAr)　 during　 the　period丘omMarchtoOctobeら1996.　Neutral　 winds　 hl　the　region　 covered　 by
HF　 radar　 observation　 were　 derived　 precisely　 by　FPDIS　 with　 a　wide-angle　 o句ective　 lens　 (FOV　 =　42
deg.)　 and　 a　slant　o句ective　 rnirror　 On　 6　nights　 out　of　38　njghts　 when　 simultaneous　 observations　 of
FPDIS　 and　 the　HF　 radar　 were　 carried　 ouちechoes　 were　 detected　 by　 the　HF　 radar　 in　this　paper　 we
will　show　 the　results　 of　case　 studies　 on　two　 nights　 when　 clear　 echoes　 were　 observed　 in　the　nighttime
(19-3MILT)hours.
極域 における熱圏中性大気は、電離圏プラズマ ドリフ トのイオン ドラッグにより、グロー
バルには2セ ルパター ンの水平風分布 を示すことが従来の観測や シミュレー ションで示 さ
れてきた。 しか しなが ら、オーロラ活動の早い時間変化に対する局所的なプラズマ ドリフ
トと中性風 の関係 は明 らかになっていない。 さらに、サブス トー ム回復期 などにおいて中
性大気風がプラズマ ドリフ ト運動に勝 る場合は、衝突によ りダイナモ作用が発生する(フ
ライホイール効果)こ とが数値 シミュ レー ションで示 されているが、観測例は極 めて少な
い。F層 領域におけるこの熱圏中性風 と電離圏プラズマ ドリフ トの詳細な時間 ・空間関係
を明らかにす るため、我々は南極昭和基地においてファブ リーペ ロー ドップラーイメー ジ
ングシステム(FPDIS)とHFレ ーダーの同時観測を行った。
FPDISとHFレ ーダー同時観測は、1996年4-10月 にかけて38晩 行われた。　FPDIS観 測
において、　HF　レーダー視野内の中性大気風速を高空間分解で導出するために、対物 レンズ
上方に斜め ミラーを設置 し、視野(42°)で 水平か ら斜め上方の領域のオー ロラ光学観測を
実施 した。また、その視野中心方角はHFレ ーダーの視野中心(磁 気南方角)と 一致 させた。
観測波長はOI630㎜ で、時間分解能は約15-24分 だった。 このFPDISデ ータを用いて、
HFレ ーダー観測領域内の昭和からB巨離300-1000kmのF層 水平風分布導出が可能 となっ
た。1996年 のHF　 レーダー観測においては、ブリザー ドによるレーダー倒壊 、ならびにエ
レメン ト破損のために、良好なエコーが受信 された例 は少なかったものの、　FPDIS観 測時
にエコーが存在する例が6晩 見いだされた。そのうち2晩 については、比較的明瞭な空間
構造を持ったエコー領域が見られた。本講演では、その2晩 のケーススタデ ィか ら得 られ
た熱圏中性大気風速度 とプラズマ ドリフ ト速度の関係を詳 しく議論する予定である。
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Simultaneous convection transients in auroral zone and equator as 
observed with SuperDARN and equatorial magnetometers 
 0.  Saka1,2, T. Kitamura2, H. Tachihara2, M. Shinohara2,  N.B. Trivedi3, N Sato4 
1. Department of Physics, Kurume National College of Technology, Kurume. 
2. Department of Earth and Planetary Sciences, Kyushu University, Fukuoka. 
3.  Institute Nacional de Pesquisas Espciais, Sao Jose dos Campos, SP 
4. National Institute of Polar Research, Tokyo. 
                              and
J.M. Ruohoniemi5,  RA. Greenwald5 
5. Applied Physics Laboratory,  Johns  Hopkins University, Laurel, Maryland.
Abstract. A counter electrojet (CEJ) event characterized by a large amplitude (--100 
nT) and a short duration (- 10  min) magnetic disturbance occurred at 0100 UT, 23 
October 1994. This event was detected by the ground magnetometers along the dip-
equator which were distributed from noon to midnight through the afternoon sector. The 
latitude of the  CEJ current, being sustained by local westward ionospheric currents, was 
found to be to the north of the normal eastward current that was seen to occur prior to the 
CEJ event. Such a CEJ current system seemed to expand even in the midnight sector, 
indicating a global scale event in spite of its impulsive nature. Simultaneous with the CEJ 
event, enhanced plasma convection with very high velocity  (2000  m/s) was observed by 
SuperDARN in the afternoon sector of auroral zone. These simultaneous observations in 
auroral zone and in equator may suggest that such an impulsive  CRT event could be 






,西 谷 望(名 大STE研)佐 藤 夏雄 、 山岸 久雄(極 地研)
M.　Lester(U.　 Leicester),　 P,　Stauning(DMI),劉 瑞 源(中 国極 地研)
Polar　 Ionospheric　 Disturbances　 Obtained　 by　 Simultaneous　 Observations
　 　 　 　 　 　 　 by　 Imaging　 Riometer　 and　 HF　 radar
M.　 Nishino,　 N.　Nishitani　 (ST肌,　 Nagoya　 Univ.),　 N.　Sato,　 H.　Yamagishi　 (NIPR),
　 M.　 Lester　 (U.　 Leicester),　 P.　Stauning　 (DMI)　 and　 R.　Liu(PRI,　 China)
　 A　peculiar　 event　 of　ionospheric　 absorptions　 in　the　 polar　 cap!cusp　 ionosphere　 is　related　 to
disturbed　 plasma　 structures　 in　 the　 ionospheric　 F-region.　 Simultaneous　 observations　 of
imaging　 riometer　 with　 HF/IS　 radar　 are　 very　 useful　 for　identify　 the　 peculiar　 F-region　 event.
In　this　 paper　 we　 present　 a　few　 examples　 of　dayside　 ionospheric　 absorptions　 observed　 by　 the
imaging　 riometers　 at　Ny-Alesund(inv.　 Lat.　 76.07° 　)　1　Danmarkshavn(77.29°　)　in the　 arctic
region　 and　 geomagnetically　 conjugate　 Zhongshan　 Station(-74.7° 　 )　in　 Antarctica,　 and
simultaneous　 ionospheric　 F-region　 irregularities　 observed　 by　 the　 HF　 radars　 in　 Finland　 /
Iceland　 West,
極 域 電離層 吸 収現 象(CNA)は 一－ft的 には 、オー ロ ラ粒 子 降下 に起 因す る電 離層D層 及 び、低
域E層 の電子 密度 増大 に よる もの であ るが 、最 近の イ メー ジ ン グ リオ メー タの観 測 で は、ポ ー ラー
カス プ ・キ ャ ップ領 域 で はF層 プ ラズマ構 造 に起 因す るCNAがPACE　 HFレ ー ダ(Rosenberg
etal.,1993)やISレー ダ(Wang　 et　al.,　1992,　Nishino　 et　aL,　1998)と の 同時観 測 か ら同定 され
てい る。 しか し、 同時観 測 例が まだ まだ少 ない ためF層 プ ラズマ構 造 との 関連 が明 らか で な く、 ダ
イナ ミクス を議 論 す る に は不 十 分 であ る。 この ような動 機 の も とで 、イ メー ジン グ リオ メー タ とH
Fレ ー ダの 同時 観 測 例 を多 く探 し出 す 目的で 本研 究 を始 め た 。 今 回 は、　Ny-Alesund　 (inv.　Lat.
76.07°)とDanmarkhavn(77.29°　)の 北 極域 イメー ジ ング リオメー タと、地磁 気 共役 の南極 中山 基
地(-74.7°)で の イ メー ジ ング リオ メー タ(Nishino　 et　aL,　1998)で 観 測 され た昼 間側CNA現 象 と、
FinlandとIceland　 WestのHFレ ー ダで得 られた電離 層F層 の エ コー デ ー タとを比 較 した結 果 に
つ い て報 告 す る。
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惑星 間磁 場Y成 分 の 変化 に対応 した極 冠 域
オ ー ロラ粒 子 降下 域 の経 度 方 向移 動
(イメー シ'ンク'リオメー タのネットワー ク観 測 結 果)
O山 岸久雄1ピ ーター ・ス タウニング2西 野正徳3
1国立極地研 究所2デ ンマー ク気象研究所3名 古屋大学 太陽地球環境研究所
Longitudinal　 displacement　 of　eveningside　 auroral　 precipitation
　 　 　 in　the　polar　 cap　 in　response　 to　IMF　 By　 change
　 　 　 　 as　observed　 by　 imaging　 riometer　 network
　 　　　　　 　　　　　　 　 H.　Yamagishi　 ",　P.　Stauning2　 and　M.　Nishino3
1National　 hlstitute　 of　Polar　 Research　 2D
anish　 Meteorological　 Institute　 3STE　 Lab.,　 Nagoya　 University
Longitudinal　 distribution　 of　auroral　 particle　 precipitation　 in　the　polar　 cap　 is　studied　 by　 comparing
imaging　 riometer　 data　 obscrved　 at　Danmarkshavn　in　East　 Gree land,　and　 Ny-Alesund　 in　Svalbard　 in
nighttime.We　 find　 cases　 in　which　 CNA　 appears　 aiternately　 betWeen　 these　 two　 stations,　 and　 this　CNA
time　 variation　 is　related　 to　IMF　 By　 change　 in　a　way　 that　 negative　 tum　 of　By　 corresponds　 to　eastward
migration　 of　the　 CNA　 (,or　precipitation)　 region.　 It　must　 be　noted　 that　 the　 time　 lag　 between　 By　 change　 at
the　magnetopause　 and　 eastward　 migration　 of　the　 CNA　 in　the　nightside　 polar　 cap　 is　estimated　 to　be　less
than　 several　 minutes.　 This　 suggests　 that　 the　 information　 of　By　 change　 can　 propagate　 in　the
magnetosphere　 much　 faster　 than　 the　transportation　 by　 the　solar　 Wind.
国立極地研究所、デ ンマー ク気象研究所 、名古屋大学太陽地球環境研究所は共同で グリー ン
ラ ン ド東海岸のデ ンマークス八一ブン(不 変磁気緯度77.3度)、 スバールバル島のロングイヤ
ビエ ン(不 変磁気緯度75.1度)、 ニーオルスン ド(不 変磁気緯度75.6度)に おいて8x8ビ ーム
の イメージ ング リオメ一 夕観測 を行 ってお り、極冠域緯度 における降下電子現象の経度方向の
ひ ろが りを調べてい る。また、 この地域の地磁気共役点 にあ たる南極 中山基地(不 変磁気緯度
74.7度)に おいて、国立極 地研 究所、名古屋大学太 陽地球環境研究所、 中国極地研究所は共同
で8x8ビ ームの イメージ ング リオメ一 夕観測 を行 ってお り、降下電子の南北半球共役性 を調べ
ている。
今 回、1995年 のデ ンマー クス八一ブ ンとニーオル スン ドの20-22MLT付 近のデータを比較 し、
オー ロラ活動に伴 うCNAの 経度方向の 変化 について調べてみ たところ、10分 か ら30分 程度
の タイムスケールで、両地点の間でCNAが 交互 に出現す るケースが見つか った。 この時の惑星
間磁場のY成 分 を調べてみ ると、　Byの 変化 とCNAの 時間変化 に対応関係 が有 り、　Byが 負に変化
する時、　CNA領 域 はデ ンマー クス八一ブンか らニーオルス ン ドへ(西 から東へ)移 ることが確
認 され た。
また、　Byの 負方向変化が磁 気圏前面に到達 した時点 と、夜側CNA領 域の西か ら東への移動が
起 こった時点 との時間差 を調べ ると、数分以下 と推定された。これは惑星間磁場の変化が太陽
風 に乗 って、磁気圏前面か ら尾部に到達する時間遅れに比べはるか に小さ く、惑星間磁場の変





　 　 　 　 　 On　 the　 echo　 signal　 of　HF　 radar　 in　Moshiri,　 Hokkaido
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Kenro　 Nozaki
(Hiraiso　 Solar　 Terrestrial　 Research　 Center,　 Communications　 Research　 Laboratory)
Fixed　 range　 echo　 observed　 by　 the　 HF　 radar　 at　Mosiri鴻discussedinthispaper.　An
HF　 FMCW　 radar　 was　 directed　 to　north　 with　 frequency　 of　24.5　 MHz.　 Specular　 ehoe　 is　not
expected　 in　this　 frequency　 range　 but　 only　 sharp　 echo　 signal　 was　 detected　 during　 one　 year
observation.　 Echo　 signal　 appeared　 regularly　 from　 around　 10　 -　14　 UT　 but　 disappeared
during　 severe　 magnetic　 storm.　 The　 echo　 range　 was　 very　 narrow　 and　 stable　 at　 about　 600
km.
北海道母子里で極域電離層 レー ダのプ ロ トタイ プと してHFレ ー ダを整備 した,当 初は11M
Hzか ら21MHzま で6波 で観測 していたが 、現在 は24.5MHz帯で観測 を行 っている。
この周波数では電離層 の鏡面反射 はな く、中緯度 のFAI観 測 を 目指 した観測 を行 ってい る。 本
レーダは8ビ ーム を4分 の周期 で切 り替 え、エ コーの信 号強度 と ドップ ラ偏移 の観測 を行 ってい
る。本報告では観測 され るエ コーについて述べ る。
現在 では夏期 のスポ ラデ ィックE　 (Es)のFAIか らの散乱波エ コー を期待 し、観測 レン ジ
を800kmに 設定 してい るが、Esか らのエ コーは観測 されず、距離600km付 近 の固定 し
た距離 か ら定常的に信 号が観測 され る。 この時 間帯は混信 に よ りノイズ レベ ルが上昇す るが、 信
号は ノイズ レベル より10dB程 度強 く受信 され る。 ターゲ ッ トまでの距離 はほ とん ど変化せず 、
エ コー の幅は非常に狭 い。受信 され る時間は毎 日異な るが,UT10時 ～14時 頃に定常的に観
測 され,数 時間継続す るが、観測周 期の4分 の間に発生消滅 を繰 り返 している可能性 もある.た
だ し、強い磁気嵐 の時 は消滅す る。 ビー ム方向 による依存性 は無 い。発表で はそ の 日変化等、エ
コー の特徴につ いて議論す る。
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昭 和 基 地 に お け るDMSP衛 星 デ ー タ受 信 シス テ ム
宮 岡 宏(極 地 研)
Data　 acquisition　 system　 for　DMSP　 satellites　 installed
　 　 　 　 　 　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica
　 　 Hiroshi　 Miyaoka　 (National　 Inst.　 of　 Polar　 Research)
A　data　acquisition　 system　 for　DMSP　 satellites　has　 been　 installed　 at　Syowa　 Station,　 February,　 1997.
The　 system　 (Terascan,　 Seaspace)　 is　composed　 of　a　L/S-band　 dual　 feed　 antenna　 with　 LNAs　 and
downconverters,　 receiver　 unit,　 bit/frame　 synchronizer,　 and　 an　UNIX　 workstation　 to　auto-control
the　whole　 system.　 We　 have　 successfully　 collected　 the　DMSP-F12,　 Fl3　 and　 Fl4　 data　 more　 than
6,000　 passes　 since　 last　year.　 The　 outline　 of　the　data　 acquisition　 system　 is　briefly　 presented　 in　this
pape「 ・
1.概 要
1997年2月 、 デ ュ ア ル フ ィー ド方 式 に よるL/Sバ ン ド衛 星 受 信 シ ス テ ム(米 国
Seaspace社 、　Terascanシ ス テ ム)を 昭和基 地 に設 置 し、　DMSPな らびにNOAA衛 星 の デー
タ受 信 を開始 した。 現 在 、　DMSPに つ い て は南 緯60° 以南 で暗号 化 が解 除 さ れて い る
RTDデ ー タをWS制 御 の 自動 運用 に よ り毎 日約15～20パ ス を受信 して いる。 この うちOLS
(可視 ・赤外 オー ロ ラ画像)とSSJ/4(オ ー ロ ラ粒子)デ ー タについ て解析 可 能で あ る。
2.目 的および研究課題
多 くの地上観 測を総合的に行っている昭和基地において、グローバルなスケールでの
オーロラ活動やそれに伴 う極域へのエネルギー流入を連続観測 しているDMSP衛 星 デー
タを現場で直接利用で きることは極 めて有用である。現在昭和基地ではEXOS-D衛 星の
受信 を行っているが、衛星の近地点が南半球にある時期 は十分 なデータ取得がで きない
など地上デー タとの比較 を行 う上で制約事項 も多い。 昭和基地 におけるDMSP衛 星デー
タ受信はこうした制約を補完する ものとなる。具体的な研究課題は下記の通 りである。






4)南 極域中間圏 における粒子エネルギーの消費 と中性大気変成作用
(中層大気観測 との共同研究)
3.受 信 システ ム
本 システムは 、直 径1.2mの 追尾 ア ンテナ(LNAお よび ダウ ンコンバー タを含 む)、 受
信機 、 ビ ッ ト/フ レー ム同期 部 、制 御 な らび に デー タ収録 用WS　 (SUN　 SparcStation)、
DATド ライブ な らび にGPS受 信機 な どか ら構成 され る。毎週電 子 メールで送 られ る最 新
軌道 要素 を用い て軌道計 算 し、 オペ レー タに よる受信 衛星 、受信 条件 、パ ス数等 の設 定
に従 っ て 自動 ス ケ ジュー リ ング(2週 間分)を 行 い、 自動 追尾 、 デー タ収録(DAT)、
QL処 理 まで をほぼ 全 自動 で行 うため、大量 の受 信パ ス数 に もかか わ らず 、現地 オペ レー





○藤 田裕 一1山 岸 久雄2佐 藤 夏雄2
1総 合研 究大学院大学,2国 立極 地研 究所
Roll　 of　the　 magnetospheric　cold　 plasma　 on　 the　 drifting　 CNA　 events:
　　　　　　Ground-Satellite　 observation　 of　dritting　 CNA　 event
　 　 　 　 　 　 　 　 oYuiti　 Fujitai,　Hisao　 Yamagishi2　 and　 Natsuo　 Sato2
1The　 Graduated　 University　 for　Advanced　 Studies
,　2National　 institUte　 of　Polar　 Research
Drifting　 CNA　 events　 which　 move　 at　lOO-1000　 mls　 at　D-layer　 altitude　 were　 observed　 by　 Syowa-Iceland
conjugate　 pair　 of　imaging　 riometers.　 These　 events　 occur　 most　 frequently　 around　 g　MLT.　 They　 move
eastward　 before　 noon　 and　 opposite　 sense　 in　the　 afternoon.　 il　previous　 works,　 the　 cause　 has　 been
supposed　 to　 be　 precipitating　 high　 energy　 particles　 scattered　 by　 wave-particle　 interaction　 in
magnetospheric　 cold　 plasma　 patches　 which　 move　 by　 ExB　 drift.　However,　 no　 direct　 observational
evidences　 have　 been　 shown.　 111　this　study,　we　 compare　 the　relation　 between　 CNA　 images　 obtained　 by　 the
imaging　 riometers　 and　 magnetospheric　 plasma　 obtained　 by　 geosynchronous　 satellite,　both　 located　 near
the　conjugate　 field　line・
昭和一アイスランド共役イメージングリオメータで,パ ッチ状CNAの 移動がしばしば観測 され ている.本
研 究では,そ の移動速度 が電離層高度(D層)で100-1000m/sの 現象 を扱い,こ れをドリフトCNAと 呼
ぶ.こ の現象 は朝 から昼過ぎにか けて両半球で観 測されることが多く,午 前9時 頃にもっとも頻 繁 に発
生する.た だし,個 々のパッチについては明瞭な共役性 がみられないことがある.移 動方 向は,午 前 側
では東 向き,午 後側 では西 向きの成分が卓越 し,そ の代表的な速度は200-300m/s程 度である.
従来の研 究では,ド リフトCNAの 移動速度および移 動方 向の 日変化パターンから,そ の源 は
ExBド リフトによって移動する磁気 圏のコールドプラズマの高密度領域であろうと推定され てきた.す な
わち,コ ール ドプラズマパ ッチが磁 気圏 に存在 し,そ こを通過する高エネルギ電子が波動 粒子 相 互作
用により散乱を受 け,下 部電離層まで降下することによって,上 述の性 質を持つCNAが 発 生す る考え
られ てきた.し か し,これまで磁気 圏プラズマとの比較観測 は示 されてこなかった.
本研 究では,共 役観 測点に設置されたイメージングリオメータによって吸収域 の形 状お よび移
動 を観 測 し,こ れ らの地 上観 測 点 を通 る磁 力 線 の近傍 に位 置 す る静 止衛 星LANL1990-095(Los
Alamos　National　Laboratory)で 観測された低エネルギイオン密度(1-130eV!q)お よび 高エネルギ電子 フ
ラックス(50-225keV)と 比較した.そ の結果,地 上のドリフトCNAの 全体的な時間変化 は高エネルギ電
子フラックスと高い類似性があること,そ の変動については低 エネルギイオン密度 と相 関がみられる例 が
あることがわかった.
発表 では,CNAと 低 エネルギプラズマの間に明瞭な関係 が見られる,1993年4月22日 およ
び7月11日 の現象の解 析結果を示す.こ れらの例では,現 象 の空間的な移 動を考慮してCNAの 時
間変化と磁気 圏プラズマの時間変化 を比較することによって,CNAの 変化に対する低 エネルギプラズ
マ密 度 の影 響 が 見 出され た.ま た,電 子サイクロトロン共鳴 を仮 定して,磁 気 圏プラズマの変 動か ら
CNAの 変動 を推 定し,これ によって実際に観測されたCNAの 変動がほぼ説明できることがわかった.
これ らの結果 は,ド リフトCNAの 源 に関する従来 の推定を観測面から支持している.
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ALIS-JAPANオ ー ロ ラ トモグ ラフ ィ観 測 と
その再構成結 果 か らの高度情報 の検討
浦 島智 †,麻生 武彦*,江 尻 全機*,　Ake　Steen‡,　Urban　 Brandstr6m‡,　 Bj6m　 Gustavsson‡
(†:京 都 大 学大 学 院 工 学研 究科,*:国 立極 地 研 究 所,‡:ス ウ ェ ーデ ンスペ ー ス物 理研 究所)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ALIS-JAPAN　 auroral　 tomography　 observatioII　 alld　 discussion
　 　 　 　 　 oII　the　 altitude　 distribution　 from　 the　 reconstructed　 luminous　 structure
URASHIMA,　 Akira.†,　 ASO,　 Takehiko.*,　 EJIRI,　 Masaki.',　 Ake　 Steen‡,　 Urban　 Brttndstr6m‡,　 Bj6rn　 Gustavsson‡
(†:　Kyoto　 University,　 *:　NationaユInstitute　 of　Polar　 Research,　 ‡:　Swedish　 Institute　 of　Space　 Physics)
The　 3rd　ALIS(Auroral　 Large　 Imagillg　 System)-JAPAN　 collaborative　 observation　 has　 been　 carried　 out　in　Jan-
uary　 to　March,　 1997.　 During　 the　period,　 we　 obtained　 the　multi-station　 tomographic　 images　 at　557.7nm　 and
427.8nm.　 We　 will　discuss　 about　 the　 horizontal　 variation　 of　maximum　 emission　 altitude　 extracted　 from　 the
reconstructed　 distribution　 of　auroral　 luminosity　 together　 with　 the　 accuracy　 of　altitude　 determination　 by　 the
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図1:1997年2月9日18時29分40秒(UT)の 多 点単 色


















南 極 点 基 地 全 天 オ ー ロ ラ単 色 画 像 に よ っ て得 られ た オ ー ロ ラ発 光 の 地 方 時 依 存 性
岡 田 雅 樹 、 江 尻 全 機 、 田 口 真 、 岡 野 章 一
国 立 極 地 研 究 所
　　　　　　　　　　　Local　 time　 dependence　 of　the　 aurora　 obtained
　　　　　　by　the　 monochromatic　 all-sky　 images　 at　South　 Pole　 station
　　　　　 Masaki　 Okada,　 Masaki　 Ejiri,　 Makoto　 Taguchi,　 Syoichi　 Okano
　　　　　　　　　　　　　　National　 Institute　 of　Polar　 Research
We　 have　 operated　 an　 all-sky　 imager　 at　Amundsen-Scott　 South　 Pole　 station　 (ASI-SP)　 in　austral　 winter
season,　 1997.　 77492　 frames　 of　 images　 are　 taken　 by　changing　 6　positions　 of　 the　 filter　 wheel　 (427.　 8nm,
557.7nm,　 630.Onm,　 730.Onm,　 panchromatic,　d　 shu ter).　 All　 images　 taken　 by　 CCD　 camera　 are
digitally　 processed　 and　 can　 be　 viewed　 as　 a　 motion-picture　on　 the　 WEB
(　http://www.　 nipr.　 ac.　jp/　 asi-dp　 ).　 We　 can　 estimate　 energy　 spectrum　 of　 the　 auroral　 particles　 by
analyzing　 the　 monochromatic　i ges and　 will　 be　 able　 to　 determine　 their　 local　 time　 dependence.
The　 motion-picture　m thod　 has　 a　big　 advantage　 to　 understand　 the　 motion　 of　 the　 spatial　 auroral
particle　 distribution　 with　 high　 time-resolution.　We　 are　 going　 to　 show　 initial　 results　 obtained
in　 1997　 season　 and　 will　 discuss　 local　 time　 dependence　 of　 the　 auroral　 particle　 energy　 distribution
with　 the　 motion-picture　obtained　 by　 the　 ASI-SP.
われわれは、南極 点アムンゼ ン=ス コッ ト基地 に全天撮像装置(ASI-SP)を 設置 し1997年6月 よ り観測
を開始 した。 このシステ ムは、1997年 の観 測 では4枚 の フ ィル ター(427.8nm,557.7nm,630.Onm,
730.0㎜)に よ る単色観 測 と全波長城お よび、 シャ ッターの6種 類 のモー ドを使 用 して観 測 を行 い 、オ
ー ロラ発 光お よび大気光の観測を行 った。1997年 の観測は、南極 点における本 装置 の観 測1年 目であ
るた め、観測モー ドは、主 に本装置 の性 能評 価お よび積分時 間の決定アル ゴ リズム等 を検 証、確 認す
るよ うなモー ドを中心 として運用 を行 った。6月 、7月 は主に557.7nmの フ ィル ター による観 測を 中心
として行 い。7月 中旬 には、　SuperDARN　 との共同観測 を目指 した運用 を行 った。 また、8月 に入っ てフ
ィル ター を一巡 させ て観 測 を行い 、感度 特性 、お よび積分時 間の設 定アル ゴ リズムの検討 を行 った。
この ような観測 により1997年 の観測 では、6月 初旬 か ら8月 末 までの80日 間の観測に よ り77492フ レ
ームのデー タを取得 した。 これ らの大量 の画 像デー タを処理す るためにわれ われは全デー タを動 画像
処理 を行 い解析す ることに した。　ASI-SPはCCDに よる撮像 を行 ってい るた め、比較的容易 に得 られた
デー タを画像処理す る ことがで き、波長 毎に発光領域の移動の様子 を動 画像 として見 るこ とがで き る
よ うになった。
本発表では、　ASI-SPに よる1997年 の観測データから作成 した動画像を基に して、南極点基地にお ける
24時 間のオーロラ観測によって得られるオーロラの動きと、発光波長の関係について明らかになった





南 極 無 人 観 測 所(AGO)網 で 観 測 さ れ た 昼 側 オ ー ロ ラ の ダ イ ナ ミ ク ス
佐藤光輝1、 片岡龍峰1、 庄 野篤 司1、 福西浩1、　L　J.Lanzerotti　 ≧、　J.H.　DooBtt厄
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Dayside　 Auroral　 Dynamics
　 　 　 　 　 　 Observed　 by　 the　 AGO　 Network　 in　 Antarctica
M.　Sato1,　 R.　Kataoka1,　 A.　Shono1,　 H.　Fukunishi1,　 L　J.　Lanzerotti　 2,」.→.　Doolittle三
1.　Graduate　 School　 of　Science,　 Tohoku　 Universlty　 2.　Bell　Laboratories,　 Luceい'['　 Te.chnOlogies
3.　Lockheed　 Research　 Laboratory
Using　 the　 all-sky　 auroral　 imaging　 data　 obtained　 at　 four　 Automatic　 GeOphysical
Observatories　 (AGOs)　 dayside　 auroral　 activities　 near　 the　 cusp　 and　 cleft　 region　 ha∨e　 been
studied.　 Al[-sky　 images　 of　auroral　 emissions　 were　 obtained　 simultaneously　 at　two　 different
wavelengths,　 630.O　 nm　 and　 427.8　 nm,　 and　 at　 intervals　 of　2　min.　We　 found　 tha† 　poleward
moving,　 transient　 auroral　 forms　 are　 frequently　 observed.　 The　 relationshゆs　 of　th∈ ・se　auroral
tranSientS　 tO　 the　 interplanetary　 magnetiC　 field　 (IMF),　 the　 SOIar　 w|nd　 mOmer、tum,　 and
magnetic　 pulsations　 on　the　 ground　 will　be　 discussed.
近年 の高緯 度極域 の昼側オ ー ロラの観測 によ って、カス プ ・ク レフ ト領域か ら極 方向 に移動
して いくオー ロラ発光 現象が報 告され ている。 しか しなが ら、 この オーロラ を発光 させ る電 子
が磁気 圏で どの ように加 速 され 電離 圏 に降 り込んできたのか、オ ーロラ発光 を引き起 こす太 陽
風パ ラメータは何か とい った メカニズムについて、統一 した見解が まだ 得 られ ていな い。そ こ
で 我 々 は 、 南 極 の カ ス プ ・極冠 域 に 展 開す る4つ の無 人 観 測 所 ネ ッ トワ ・一ク　 (AGOs:
Automatic　 Geophysical　 Observatories　 )で 得 られたオー ロラ全天画像デ ータおよび磁場デ ー
タ、　Halley基 地 と昭和基地で 得 られ たHFレ ーダ ーデ ータ、　WIND,　 GEOTAIL衛 星 によ って得 ら
れた太陽風 データな どを総 合的 に用 い、極方 向に移動 してい く昼側オー ロラ発光現象の メカニ
ズムを明 らかにする ことを 目的 と して いる。
AGO　 に設置 され てい るオ ー ロラ全 天撮 像装置は、オー ロラ発光酸素原子の輝線630.Onm
と窒素分子 イオ ンの フ ァース トネガテ ィヴバ ン ド427.8nmの 全天画像(FOV-170・)を2分
の時間分解能で 同時 に観測 して いる。 これ らの全天画像デ ータか ら磁 気緯 度方 向の　 keogram
を作 成 した 結 果 、 磁 気 正 午 付 近 の オ ー ロ ラ は継 続 時 間が 約10分 程 度 、 極 方 向 に 速 度 約
○.26km/secで 移動 して いくのに対 し、それよ り早 いある いは遅 い時 間帯 のオ ーロ ラは継続 時
間が約25分 程度、極方 向 に速度約0.24km/secで 移動 して いくことが分か った。 また磁気正
午付近のオー ロラは磁 気緯度方 向に約1.5c程 度 しか移動 しな いの に対 し、そ才'1.よ」早 いある
いは遅 い時間帯のオ ー ロラ は磁 気緯度 方向に約3.2° 程度移動 していくことも分か った。講演





























Simultaneous　 observation　 between　 an　omega　 band　 at　Syowa　 Station
　　　 　 and　 plasma　 waves　 obtained　 by　AKEBONO　 Satellite
　　　 　 °　 H.　Takizawa,　 A　 Morioka,　 H.　Misawa　 (Tohoku　 Univ.),
　　　 　　　 H.　Miyaoka,　 N.　Sato　 (NIPR),　 T.　Mukai　 (ISAS)
　 We　 study　 the　 relationship　 between　 pulsating　 aurora　 observed　 by　 ground　 based　 TV
camerasystem　 andplasmawaves　 andparticles　 bysatellites.　 We　 discuss　 acase
study　 of　simultaneous　 obsenvation　 between　 aurora　 and　 plasma　 waves　 in　this　 paper、
　 AKEBONO　 (EXOS-D)　 satellite　 was　 located　 above　 Syowa　 Station　 in　Antarctica　 with
the　 distance　 about　 500　 krn　at　OO:10　 UT,　 Aug　 29,　 1989.　 Auroral　 images　 of　an　 omega
band　 were　 obtained　 by　 SIT　 TV　 camera　 at　Syowa　 Station.　 AKEBONO　 satellite　 passed
through　 near　 theomega　 band.　 We　 examine　 therelationship　 between　 thepulsating




象が2例 、　DMSP衛 星で観測されている。 本研究では、昭和基地で観測されたオーロラ
とあけぼの衛星で観測されたプラズマ波動とを比較する。










ホ イ ス ラ ー モ ー ド 波 と 共 鳴 す る 電 子 の 位 相 振 動 に よ っ て 生 成 さ れ る サ イ ドバ ン ド 波
池゜ 田 愼(武 蔵 大)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Sideband　 waves　 generated　 by　 phase　 oscillation　 of　electrons
resonallt　 with　 a　whistler皿ode　signa1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 °M.　 Ikeda(Musashi　Univ.)
　 The　 author　 interprets　 whistler　 mode　 sideband　 waves　 as　those　 generated　 by　non-1inear　 resonant　 interaction　 betweell
untrapped　 electrons　 and　 a　whistler　 mode　 carrier　 signal.　 and　 explain　 the　 gelleration　 mechanism　 using　 the　 numerical
illtegration　 of　non-1inear　 phase　 oscillation.　 The　 related　 equations　 are　separated　 into　 two　 portions,　 namely　 a　pendulum
equation　 system　 and　 a　perturbation　 equation　 one.　 The　 pendulum　 equation　 system　 is　analytically　 solved.　wh le the
perturbation　 equation　 system　 is　directly　 and　 exactly　 solved　 by　the　numerical　 integratio11.　 The　 perturbation　 phaseξ1(t)
complicatedly　 changes　 with　 time.　 and　 thell　 the　 author　 thinks　 that　 the　frequencies　 of　whistler　 mode　 sideband　 waves
closely　 correspond　 t・　the　variation　 of　 ξ1　 (t).　Namely.　 electrons　 moving　 with　 pendulum　 motion　 and　 non-linear　 phase
osciUation　 gellerate　 the　non-hnear　 currents　 J(t)　with　 discrete　 spectra,　 The　 peak　 of　Fourier　 amphtude　 of　 J(t)　Is　very
similar　 to　the　frequencies　 obtained　 from　 observations　 and　 the　eigen　 value　 analyses.


















苧 一吼+u言 霊 輕 鴎+ζ)(・)
kは ホ イス ラーモー ド波 の波数、 ω1、 Ω0は それ ぞれ ホイス ラー モー ド波の磁 場 と地 球磁場 に対 す るサ イ クロ トロン角振 動数 であ る。初期 値 ξ+',1,U
⊥。.LT、。iを もつ 電子 が作 る、磁 力線 に垂 直 方向 の擾乱 電流 」⊥(t)は 次の よ うに表 され る。





」・式において 〃1、17(しアL,Pζ1-、いζ)は 高工 礼 ギー電子の密度 と分補 数 ζは振子の方程式撤 し・た時に得られる楕円関数解の母数の逆数鵠
る 、方 程式(4)～(6)Cr解 いて 得 られた 、共鳴電 子の擾 甜 立相 ξi(t)の 時系 列は激 しい 変動を示 し、 その フー リエ解 析は離 散 化され たスベ ク
1・1しピー クを与 える、 この ξ1(t)の 変動が(7)式 の 主成 電流の 変重りに 対応 し、結 果的 に離 散化 されだサ イ ドバン ト波 を作 る と.筆者は 考え 三一以
前 に行 っ 二捏1直角・汁斤では、 固 有値解析 を行 っ 三際 の1ラ メー タ とこの数 値解 析 のパ ラ メ 一ー夕・ll厳密に 一.一致 させなか ったが、 今回は.・致 させ てい る,
そO結 果 はU...=4.Tikal－ に 幸寸応 し三サ イ ドバン ド波 周波 数の.一つ・ま27、3Hzで あ り、固 有1直解 析に よ・⊃て得 られ た29.8Hz.観1貝llによ って 得 られ 三




南 繁行 (大阪市立大学 ・工学部)
　　　　　　　　　　 Laborato】ry　Auroral　 Display　 Device
Shigeyuki　 Minami　 (Dept.　 Electrical　Engineering,　 Osaka　 City　University)
　 　 We　 show　 two　 types　 of　 tutorial　 aurora　 display　 devices　 which　 demonstrate　 macroscoptc
struCture　 of　aurora　 using　 an　 electron　 emitter　 and　 a　modified　 dipole　 magnet　 in　a　vacuum　 chamber.
The　 device　 demonstrates　 the　 structure　 of　 aurora　 oval　 which　 might　 be　 seen　 from　 space.　 Two
methods　 to　fbm血eauroraov創withouttheef瞼of　supersonic　 mtensive　 plasma　 now　 (tle　 solar
wind)　 are　 explained.　 One　 was　 due　 to　 an　 electric　 field　 and　 the　 other　 is　due　 to　 a　modified
magnetic　 dipole　 field　 contained　 inside　 of　 a　simUlated　 oarth.　 Figure　 l　is　a　close-up　 view　 of　the
simulated　 aurora　 shoWing　 trajeCtories　 of　 the　 precipitating　 electrons,　 which　 is　 installed　 at　the
Science　 Museum/　 Japanese　 Science　 Foundation,　 Tokyo.　 An　 intensive　 pure　 magnetic　 dipole　 of　4
kG　 andacold　 cathOde　 fbr　 the　 electron　 source　 are　 used,　 Due　 to　an　 effect　 of　the　 el㏄tric　 field
between　 the　 simulated　 earth　 and　 the　cathode,　 auroral　 circle　 could　 be　 realized,　 Another　 example
is　shown　 in　Figure　 2,　which　 is　going　 to　be　 inStalled　 at　the　Ginnga-no・Mori　 Observatory　 (GMO)　 ,
Rikubetsu,　 Hokkaido.　 In　 this　 case,　 a　patented　 ring・type　 magnetic　 field　 combined　 with　 a　pure
dipole　 field　 is　used　 to　create　 the　 similar　 open　 magnetic　 field　 line　 of　the　 earth.
'





Fig.　 l　 A　 close-up　 view　 of　the　 laboratory-simulated　 aurora　 at　the　 Science　 Museum　 /　JSF
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藤田 茂○(気 象大)、 糸長 雅弘(山 口大教)
Transmission　 of　the　MHD　 signals　 from　 high-latitude　 ionosphere　 to　the　middle-　 and　 low-lati亡udes　 in　the　M-1-A　 system
Shigeru　 Fujita　 (Meteorological　 College),　 Masakiro　 Itonaga　 (Yamaguchi　 Univ.)
　 　 　 　 The　 present　 study　 considers　 global　 transmission　 of　the　MHD　 signals　 induced　 in　the　high-latitude　 ionosphere
associated　 with　 the　incidence　 of　the　 localized　 Alfven　 wave.　 Unlike　 the　previous　 study　 of　the　localized　 Alfven　 wave
incident　 to　the　ionosphere,　 the　 Hall　 conductivity　 invokes　 horizontal　 (latitudinal)　 transmission　 of　the　 original　 MHD
signals.　 The　 waveguide-like　 transmission　 in　the　neutral　 atmosphere　 yields　 only　 smal|　 ground　 magnetic　 perturbations
associated　 with　 the　incident　 Alfven　 wave.　 This　 transmission　 is　controlled　 not　only　 by　 the　ionospheric　 conductivities　 but
also　 by　the　Alfven　 conductance.　 It　is　also　 obtained　 that　the　Psc-like　 wavefo㎜is　 generated　 from　 the　SSC-like　 impulse
due　 to　the　multiple　 reflection　 of　the　MHD　 wave　 between　 the　northem　 and　 southern　 ionospheres.
磁気圏か ら電離層 に入射 したアルペ ン波 による電離層 電場が どの ように緯度方向 に広 がるか を研 究
した。従 来のULF研 究では、磁気圏か ら電離層 に入射 した空間的に局在 したアルペ ン波は、Pc1周 期 帯の電
離層 ダク ト伝搬 を除 き、電離層 で緯 度方 向に広が ることを考えては来 なかった。 しか しなが ら、磁気圏か ら
沿磁力線電流 として電離層 に伝搬 してきたアルペ ン波 に伴 って電離層 に作 り出 された電場は、電離層 と中性
大気 の効果によって必ず緯度方 向に広がるはずで ある。
一方、　Tsunomura　 and　Araki　(1984)はPRIを 説明す る目的で 、高緯度電離層 に印加 され た電場 を与 え
て、電離層 によってこの電場が どの ように広がるかを研究 した。 この研 究においては中低緯度 において電離
層 から磁気圏に放射 される　MHD擾 乱 を考えてい ない。 しか し、電離層 と磁気圏は接続 しているため、電離
層 に電場が出来 れば、必ず磁気 圏に何 らかの影響 を与 える と考 えられる。従 って、高緯度電場 の中低緯度 伝
搬 をコン トロールす る因子 として電離層電気伝導度のみな らず磁気 圏の物理量が入 ることが予想 される。
今回の研究では、高緯度電離層 に印加された電場 が磁気圏 ・電 離層 ・中性大気系 で緯度方向に伝搬
し、その途 中で電離層 か ら磁気 圏にMHD擾 乱 を放射す ると考 えたモデルを解析 してみた。物 理機構 を明 ら
か にす ることが 目的 なので、モデルは非現実 な完全導体地 球 ・中性 大気 ・一様薄層電離層 ・一様ボ ックス磁
気圏 を考 え、電離層 に電場が印加 された後どのように時間的空 間的 に広が るかを調べた。
L電 離層が一様 である場合 、ホール伝導度 によって電離層電場が低緯度方 向に広が る。ホール伝導度が存
在 しなければ、広 が らない。
2.電 離層 と地上間の中性大気中 を導波管的 に緯度方向に進行 する波動 は、 中低緯度 において波動入射直下
で得 られる地上磁場に対 し、100分 の1程 度の磁場振幅 しか与 えない。磁気 圏でのアルペ ン伝導度 に対
して電離層電気伝導度が大 きい場合(昼 間)は 、緯度が ソース領域 と波形は変 わ らないが、それ以外の
場合、ソースから離れる と波形 が異 なってくる。




Online　 system　 fbr　the　 geomagnetic　 data　 analysis　 with　 Java
Keiji　SAKATA,　 Yutaka　 TONAGAWA,　 Tohru　 SAKURAI,　 Toshibumi　 SAKArA,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Hideyo　 YOKOTSUKA　 (Tokai　 Univ.)
　 We　 have　 installed　 the　 magnetometers　at　Tokai　 University　 Space　 Information　 Center　 (Kumamoto,
22.5°N,　 199.7°E　 in　the　geomagnetic　 coordinates)　 and　 have　 observed　 since　 May　 l996.　 To　 open　 the　 data　 to
the　 public,　 we　 have　 developed　 the　 online　 system　 for　the　 geomagnetic　 data　 analysis　 on　 Internet　 with
Java　 language.　 The　 feature　 of　this　 system　 is　to　be　 able　 to　analyze　 the　 geomagnetic　 data　 with　 various
methods　 not　 only　 to　see　 source　 data　 or　 its　graph.　 It　is　expected　 to　be　 more　 eastiy　 and　 efficient　 to
analyze　 the　 geomagnetic　 data　 on　 the　 network.
東海大学工学部航空宇宙学科 と東海大学情報技術センターは、「総合地球デー タ観測網計画」
の一環 として、1996年5月 から東海大学宇宙情報センター(熊 本 ・地理座標32.8°N,130.9°E、 地
磁気座標22.5°N,199.7°E)に フラックスゲー ト磁力計お よびプ ロ トン磁力計 を設置 し、地磁気の定
点観測を開始 した。
この観測データを有効活用 し、広 く社会 に還元する目的で、インターネ ッ ト上における地磁気
データ解析オ ンラインシステムを開発 した。本システ ムの特徴は、従来のシステムに見 られる様
な地磁気観測の生データやそのグラフ表示のみの提供でなく、解析ツール を同時 に提供 し、利用
者に対 して自由度の高いデータ操作のインターフェイスを実現 した点にある。 これによ り従来ま
で個々に行われていた地磁気データの転送、加 工、解析、グラフ作成 といった煩雑な作業を統合
したことによる効率化を期待できる。
本システムでは、地磁気の解析 において必要 と思われ る基本的な手法 を組み込んでい るため、
システムにアクセス した時点でデー タを見なが ら、画面上でそれ らの手法を観測データに対 して
実行できる。手法としては、数値 フィルタ、周波数スペク トル解析(FFT,　MEM,　 Wavelet)な どの
各種の統計解析手法を用意 し、地磁気脈動な どの具体的な研究に対 しても、その波形の周波数成
分や時間変化を十分 に解析可能に して、かっ精度の高いグラフ表示を行えるように設計をした。
これ らの解析 プログラムとインター フェイスは、　WWW(World　 Wide　 Web)ビ ューア上で動 く
Java言 語で構築 されている。多くのOS　 (オペ レーテ ィング ・システム)で 動作す るWWWビ ュ
ーアをプラ ットフォームに選択 したことで、研究者はクライアン トとなるコンピュータやOSの
種類を問わず、本 システムを利用す ることが可能である。また、　Java言 語を用いたことで、従来
の地磁気データ公開システムにお ける一方通行的なデータの交換 と比較 して、双方向なデー タ操
作環境を実現 してい る。加えてJava言 語はネ ッ トワーク上の資源へのアクセス機能が標準で実装
されてお り、 コンピュータ間の距離に関係無 くデータ資源に接続可能で、分散 したデー タをシス
テム上で一括 して扱 うことが可能である。 この ことから複数の観測地点で得 られた地磁気デー タ
を扱 う用途に適 していると考えられる。




ウェーブ レッ ト変換によるULF波 動解析 に関する一考察
経澤 佳代子,利 根川 豊(東 海大)
A　 study　 on　 ULF　 wave　 analysis　 by　 using　 wavelet　 transform
　　 　　 　　K.　 Tsunezawa　 and　 Y.　 Tonegawa　 (Tokai　 Univ.)
The　 aim　 of　this　 study　 is　to　detect　 Pi2　 pulsations　 by　 using　 wavelet　 analysis,　and　 to　decide　 the
onset　 time　 of　substorm.　 Wavelet　 transform　 is　a　very　 useful　 method　 for　investigating　 waves　 such
as　Pi2　 pulsations.　 We　 try　 to　distinguish　 Pi2　 pulsations　 from　 Pc3　 pulsations,　by　 the　 duration
times　 of　this　 waves,　 using　 Kumamoto　 magnetic　 data.　 And　 we　 will　 discuss　 the　 precision　 of　onset
times　 of　Pi2　 pulsations,　 searching　 fbr　the　 most　 suitable　 mother-wavelet.
ウェーブ レッ ト変換 は、1980年 代に生 まれた新 しい解析手法で、時間 ・周波数の同時解析を行
うことがで きる手法であ り、現在様 々な分野で応用 されている。従来使用 されて きたMEMの よ
うな手法 と比較 して、時間分解能が非常 に高いので、Pi2の ような継続時間の短い脈動 を解析す る
には、かな り有用な解析手法である。Pi2脈 動 をこの手法によって解析することにより、Pi2の 細
かい構造の解析や、　OnsetTimeの 決定、Pi2の 自動検出な どがで きるであろ うd:一
これ までの研究において も、 ウェーブ レッ ト変換 によるPi2脈 動の解析 はなされて きたd:d　しか
し、従来のPi2の 自動検出に関す る研究で は、昼側に多 く見 られる、ほぼ同 じ周波数のPc3も 同
時に検出 して しまうとい う問題があった。
そ こで本研究で は、Pi2の み を検出するため に、周波数 だけではなく波の継続時間 も考慮するこ
とに よ り、 ダイナ ミックスベ ク トル上 のパ ター ン認識 を目指す。
また、 ウェーブレ ッ トとその性 質はマザ ーウェー ブレッ トに より大 き く変わ り、マザーウェー
ブ レッ トの選択 の自由度 は とて も大 きい。 解析す るに当って適切 なマザ ーウェーブ レッ トを使 う
ことが望 まれる。特 にPi2脈 動のOnset　 Timeを 定める場合、このマザーウェーブ レッ トの形に
大きく影響 される と考え られる。従って本研究ではさらに、最適 なマザーウェーブレッ トを探 り、




鳥居祥二(神 奈川大)山 上隆正(宇 宙研)
湯 田利典(東 大 ・宇宙線研)笠 原克明(芝 浦工大)
南極周回気球(PPB)に よる宇宙線観測では 、国 内で は不可能な長時間観 測が行 えるの
で 、比較的小型の観測装置でこれまでに観測例が少ない高エネルギー電子の良質な観測が
実現できる。この結果 、宇宙線発見以来の謎である銀河宇宙線源の解明が世界 に先駆 けて
行えるだ けでな く、他の観測では難 しい銀河磁場の大域的構造の研究が実現で きる。
電子は 、銀河内を伝播する間に主に磁場によるシンクロ トロン放射 と星間光子 との逆 コ
ンプ トン散乱によ りエネルギー を失 う。このプロセスによる電子のエネル ギー損失の割合
は 、いずれ もエネルギーに比例 して大き くなる。この結果 、地球近傍 に到達する電子は 、エ
ネル ギー が高い程その加速時期 が近 く、発生源 も近 くな けれ ぱな らない。特に 、500GeV
以上の電子の寿命は4x105年 程度であるので 、拡散過程で到達できる平均的な距離は1kpc
程度 となる。 しか し、このよ うな近距離では、加速源の有力な候補である超新星残骸の数
は数 個　 (　Monogem,Loop　 1,Geminga,Vela等)に限 られ る 。 この た め ・エ ネ ル ギ ー スペ ク
トルに特徴的な構造が生 じるだ けでな く、到来方向に異方性が観測 されることが理論的に
強 く示唆 されてい る。 したが って、このよ うな現象の観測は 、宇宙電子線の加速機構を解
明するた めの最重要な課題 とな っている。
現在我 々が国内の気球観測に用いてい る観測装置 は、シンチ ・ファイバー を利用 して宇
宙線 シャワーの イメージを検出するとい う世界でも始めての新 しい原理 に基づ く装置であ
る。従来の装置が高エネルギーにおいて 、電子成分の100倍 以上 もある陽子成分 を除去す
ることが不可能になるとい う欠点をも持 っているのに対 して 、この装置はTeV領 域まで十
分な電子選別能力 を備 えてい る。このため、現在の装置のテレメ トリー システムを衛星 リ
ン クの公衆回線用に改良 して 、すべてのデー タを地上に伝送することによ り装置の回収を
必 要としない観測 を行 うことができる。
装置 の基本 部 分 であ る宇 宙線 シ ャワー検 出装置 は 、約10,000本 の シンチ ・フ ァイバー と
鉛 か らな る可視 化 型カ ロ リメー タで ある。この装置 は 、鉛 中で発達 す る宇宙 線 シ ャワー粒
子 がシ ンチ ・フ ァイバ ー 中で発す る微 弱 なシ ンチ レー シ ョン光 を 、イ メー ジ ・イン テン シ
フ ァイヤーで 増幅 して 、　CCDカ メラで検 出す るこ とに よ り、宇宙線 シ ャワー の三次 元 的観
測 をお こな う。そ して 、シ ャ ワーの形 状 か ら電子 の選 別 とそ の到来方 向及び エネ ル ギー の
測 定 を同時 に行 な うこ とが可能 であ る。
観測 に用いる予定の装置は 、約250k9の 重量で、有効面積 が約500cm2srで ある。この
装置では 、30日 の観測で100GeV以 上の電子を約200例 観測することが出来 るので 、で




長 時間 気 球 の た め の新 しいバ ラス トシス テ ムの提 案
西村 純 才 ゜、斉藤 芳隆 い、上 岡英 史 ド㌔ 山上 隆正 ‥
山形 工科 アカデ ミ ー、 け宇 宙科 学研 究所
　 　 Auto-ballasting　System　 for　 the　 Long　 Duration　 Flights
Jun　 Nishimura　 t,　 Yositaka　 Saitos‡,　 Eiji　 Kamioka¥t　 and　 Takamasa　 Yamagami*ホ
　　　　　　　　　　　　k　Yamagata　 Institute　 of　 Technelogy,　 †*ISAS
Abstract
A　 new　 auto-ballasting　system　 is　 proposed　 to　 keep　 the　 level　 altitude　 during　 long　 duration
balloop,　 fllght　 at　 the　 time　 of　 day　 and　 night　 excursions.　 正n　this　 system,　 the　 decent　 of　 a
balloon　 from　 the　 level　 altitude　 is　 detected　 by　 measuring　 the　 negatjve　 pressure　 inside　 the
baltoon　 at　 the　 bottom　 of　 the　 balloon.　 The　 ballast　 is　 droPPed　 by　 referring　 to　 this　 negative
pressure　 valtles.　 This　 new　 system　 is　 supPosed　 to　 have　 better　 performance　 compared　 with　 the
conventional　sysτem　 which　 drops　 ballast　 at　 the　 prefixed　 value　 of　 a　 pressure　 gage.
Some　 detaiis　 of　 τhe　 feasibihty　studies　 and　 specific　 feature　 of　 this　 new　 system　 compared
with　 other　 systems　 is　 reported.
南極 周回気 球の よ うな長 時間 浮遊気 球 では、 日没の影響 を受 け て気球 が降下 す るのを 防 ぐため、バ
ラ ス トの 自動投 下シス テムが必 要 にな って くる。 オー トバ ラス トシステム と して は幾 つかの 形式 の も
の が提 案 されて きたが 、実用 的 な観点 か ら一 般 には レベル高度 のや や下 の高度 に気 圧計 を設 定 し、気
球 が その高度 まで 降下 した場 合 にバ ラ ス トを投 下す る システ ムを採用 して きた。 この方 式 は簡便 であ
る利点 を持 ってい るが、 次 の よ うな欠点 も持 って い る。
1.前 もって 、 レベル 高度 を正 確に知 ることは難 か しいので、安 全 を見 てやや低 い 高度 にバ ラス ト投
下高 度を設定 す るこ とに な り、夜 間に は不必 要 に観 測高 度を さげ る ことにな る。
2.長 時間 フラ イ トで はバ ラ ス トを大 量 に投 下す るの で、 レベ ル高度 は終 わ りの頃 にはか な り高 くな
る。 これ に対す る追 従が 出来 ない ので 、観 測高度 を著 しく損 をす る ことにな る。
ここでは、気球が レベル高度か ら下がると、気球下部の内圧が陰圧 になることを利用 して、バラス








矢島信之、本 田秀之(宇 宙研)、 青木周司(東 北大)、 橋田 元、森本真 司(極 地研)
町 田敏暢(NIES)、 岡野 章一(極 地研)
Improved　 Scientific　 Ballooning　 at　 Syowa　 Station
N,　Yajima,　 】乱Honda　 (ISAS),　 S,　Aoki　 (Tohoku　 U.　),　 G.　Hashida,　 S.　Morimoto　 (NIPR),
T.　Machid(NIES)　 and　 S.　Okano(NIPR)
On　 Jan.　 3,　 1998,　 a　large　 balloon　 (30,000　 m3)　 was　 successfully　 launched　 at　 Syowa　 Station
for　 the　 cryo-sa]npling　 of　 the　 stratospheric　 atmosphere.　 The　 sampling　 system　 splashed　 down
in　 the　 Lutzow-Holm　 Bay　 and　 recovered　 by　 icebreaker　 Shirase.　 A　 lot　 of　 new　 ballooning
technologies　 were　 employed　 to　 this　 operation,　 such　 as　 compact　 balloon　 launching
equipment,　 reliable　 recovery　 system　 for　 a　 large　 payload,　 a　handy　 ground　 radio　 station
for　 the　 balloon　 tracking　 and　 data　 acquisition　 and　 so　 on,　 The　 realtime　 flight　 data　 could
be　 monitored　 at　 NIPR　 by　 using　 the　 'computer　 network　 via　 INMARSAT.　 At　 NIPR　 the
collaboration　 members　 could　 recognize　 the　 entire　 process　 of　 the　 experiment　 at　 Syowa
Station　 in　 detail　 and　 send　 some　 instructions　 and　 advices.
This　 balloon　 experiment　 shows　 an　 extended　 possibility　 of　 scientific　 ballooning　 at
Antarctica.　 Authors　 expect　 that　 this　 new　 trial　 will　 be　 widely　 apPlied　 to　 other
scientific　 fields.
1998年1月3日 、昭和基地でB30型 気球を用いたクライオサ ンプリング実験が成功裡
に行 われた。気球 の放球および飛翔な らびに大気採取実験はいずれ も正常であり、パラシュー
ト降下 した大気採取装置は リュッツホルム湾内に着水 し、 「しらせ」により回収された。この
ような本格的回収実験は、昭和基地で初めての試みであった。そのため、多 くの気球技術上の
新 しい試みが適用 された。それらは、 コンパク ト化 したガス注入等の気球放球装置、新規設計
のパ ラシュー トシステムおよびクラッシュパ ッド等の回収に必要な諸機器および現地実験に適
したハ ンデ ィな気球追尾 ・制御、データ受信システムである。さらに、 コンピュータネッ ト
ワークを利用 して、気球実験の現地データをNIPRで も実時間でモニタすることと双方向
メッセージ通信を試みた。
ネッ トワーク通信により、NIPRに 待機 したスタッフは、コンピュータ画面上のデータ表
示を見て、実験 の全進行を確実に把握でき、放球作業か らフライ ト中の気球および観測器の制
御にいたる全過程で、オペ レーション内容が正常であることの確認および必要があればア ドバ
イス等のメッセージを適宜昭和基地に送ることができた。このように、NIPRに 居なが ら、
現地 と一体 とな って実験に参加できる機能は、困難な状況の中で大型気球実験を実施せにばな
らない南極気球 にとって、気球実験の確実性を向上させる上で有効な手段である。
これまでの南極気球は、南極周回気球(PPB)と して、夏期の成層圏の周回風を利用 した
長時間 ・長距離飛翔が中心であ った。今回の実験により、観測器の回収を伴 う気球実験が加わ




同 時観 測(速 報)
佐 藤 夏 雄 ○、 山岸 久雄 、行 松 彰 、麻 生武 彦(極 地研)、 向井 利典 、鶴 田浩 一 郎(宇 宙科学
研 究 所)、 藤 井 良 一 、小 川 忠彦(STE研)、 利根 川 豊(東 海大)、 他SuperDARN・EISCAT　 ・
Geotail　 ・　Akebono研 究 グル ープ
Coordinated　 Observations　 of　SuperDARN　 /　Geotail　 /　EISCAT　 /
Akebono　 :一・Preliminary　 Report　 ・－
N.　 Sato,　 H.　 Yamagishi,　 S-A.　 Yukimatu,　 T.　Aso　 (NIPR),　 T.　 Mukai,　 K.　 Tsuruda　 (ISAS),
R.　 Fujii,　 T.　 Ogawa　 (STEL),　 Y.　 Tonegawa　 (Tokai　 Univ),　 and　 SuperDARN　'　EISCAT　 ・
Geotai1　 ・　Akebono　 Research　 Group
　 Coordinated　 Observations　 of　SuperDARN　! Geotail　 /　EISCAT　 /　Akebono　 have　 been
carried　 out　 during　 the　 period　 of　 1-2　 and　 26-27　 February,　 1998.　 The　 orbit　 of　Geotail
made　 skimming　 near　 the　 magnetopause　and　 the　 foot　 print　 of　Geotail　 orbit　 along　 the
geomagnetic　 field　 line　 crosses　 over　 the　 field　 view　 of　almost　 all　SuperDARN　rad rs　 and
over　 the　 Svalbard　 EISCAT　 radar　 during　 the　 days.　 Akebono　 very　 often　 crossed　 over　 the
view　 of　 SuperDARN　including　 Syowa　 East且F　 radar.
SuperDARN(Super　 Dual　Auroral　 Radar　 Network)は 国際HFレ ーダ ーネ ッ トワー ク観測
プ ロジ ェ ク トで あ る。現 在 、北 半球 で は6基 が稼 働 し、3～5基 が計画 中で あ る。 また 、南
半球 で は昭和 基 地 の2基 を含 め4基 が稼 働 し、3基 の計 画が あ る。 このネ ッ トワー ク観 測
に よ り、 北極 と南 極 のほぼ 全域 をカバー した広域 プ ラズ マ対 流パ ター ンを 時 々刻 々 とモ ニ
ター で き る。
SuperDARNの 観 測モ ー ドには(i)　Common　 Program　 (全 レーダ ーが2分 間 で1ス キ ャ
ン:50%以 上 の期 間)　(ii)　Special　Program　 (提案 したPIが 他 の レー ダー を独 自の スキ ャ ン
プ ログ ラム でオ ペ レー シ ョンで き る:20%未 満)　(iii)DiscretionaryTime　 (各 自の レー ダー
を 自由 に運 用 で き る:30%未 満)が あ る。
Geotail衛 星 の予 想 軌 道 は2/1日 と2/27日 にmagnetopauseを スキ ミング し、昼 間 の 昭和
基地 第2レ ー ダ視 野 をゆ っ く り通過 す る と ともに、スバ ール バルEISCATレ ー ダ上 空 を も
通過 す る。この よ うにGeotailが 興味 深 い軌 道で あ る事か ら、2/1～2!2日 と2/26～2/27日 の
4日 間 をNIPRがPIと して のSuperDARNの 特 別観 測 を提 案 した 。
この提 案 は 、　SuperDARNレ ーダ ー(4日 間)と スバ ール バルEISCATレ ーダ(2/1と
2/27日)の 特 別 観 測 と して認 め られ 、かつ 、グ リー ン ラン ドの ソン ドレのISレ ー ダや スエ
ーデ ンで のALIS(オ ー ロラ立体観 測)、　Akebono衛 星 もこの観 測 に加 わ る事 にな った 。
この 特 別観 測 時 のSuperDARNレ ー ダー の スキャ ンモ ー ドは、　Geotailの 軌 道 や スバ ー
ル バル 、 中 山基 地 の 位置 を考慮 して の特 定方 向 の高速 スキ ャ ン と、全 体像 も得 られ る ノ ー
マ ル ス キャ ンを 合わ せ た プ ログ ラム(Basyouhu)で 観 測 した。本講 演で は、この特 別観 測 の
初 期 的結 果 を報 告す る。
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SuperDARNとGEOTAIL同 時観 測 に よ る磁 気 圏境 界 面 変 動 の解 析
利根川 豊 、櫻井 亨、横 田 稔 、北川 拓也(東 海 大)
行 松 彰 、山岸 久雄、佐 藤 夏雄(極 地研)
SuperDARN,　 GEOTAIL研 究 グル ープ
Coordinated　 study　 of　fluctUations　 of　the　magnetopause　 with
　 　 　 　　 　 　　 SuperDARN　 and　 GEOTAIL
Y　 Tonegaw鶴T　 Sakurai,　 M.　Yokot&　 T.　Kitagawa　 (Tokai　 Univ.)
　 　 　 　 A.　Yukimatseq　 H.　Yamagishi,　 N.　Sato　(NIPR)
　 　 　 　 　SuperDARN　 ・　GEOTAJL　 Research　 Group
We　 have　 carried　 out　a　coordinated　 measurement　 of　the　magnetosphehc　 bomdary　 and　 the
polar　 ionosphere　 by　the　GEOTAIL　 satellite　and　 SuperDARN　Th special　 prog;am　 of
SuperDARN　 was　 proposed　 by　NIPR　 fo舳e　 event　 of　that　GEOTAIL　 was　 skimming　 the
dayside　 magnetopause　 on　 Febmary　 1,　1998・　 On　 this　day,　 GEOTAIL　 enco皿tereda
quasi-periodic　 crossing　 of　 the　 magnetopause　 with　 a　time　 scale　 of　8-10　 minutes.　 D㎜g
the　 event,　 the　 CUTLASS　 radars　 of　which　 beams　 were　 looking　 near　 the　 fbotprints　 of
GEOTAIL　 observed　 Pc　5　0scillations　 with　a　high　time　 resolution　 mode.　 We　 examme　 detail
of　this　event　 by　 using　 other　 data　 sets　of　ground　 magnetometeres　 and　 the　 solar　 wind
parameters　 as　well.
1998年2月1日 にGEOTAIL衛 星は磁気圏境界面 を　skimmingす る軌道 を取 り、 これ に合せ て極
地研 究所の提案 に よ り、　SuperDARN　 の特別観測が実施 され た。 この　SuperDARN　 特別 観測で は、
レーダのスキ ャンをGEOTAILの 軌道等 を考慮 しての特定方 向の高速 スキャン と、全 体像 も得 ら
れ るノーマルス キャンを合せたプ ログラムで観測 を行 った。
この 日、　GEOTAIL　 は朝側の磁気圏境界付 近において 、その境界面の8-10分 の順周期 的な変 動
を観測 した。 それ と同時 に、衛 星 の フ ッ トポイ ン ト付 近 を高速 モー ドで ス キ ャ ン して い た
CUTLASSツ イン レーダによって、電離層のPc5的 変動が観測 された。 このイベ ン トについて 、
地 上の磁場観 測や太 陽風デ ータ も加 え、磁 気圏境界 面 と極域電離層の周期的変動お よびULF波
動 の発 生・伝播機構 との関連 を検討す る。
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中 山 基 地 上 空 で 同 時 観 測 さ れ た 周 期 的 可 視 オ ー ロ ラ と
HFレ ー ダ ー エ コ ー の 特 性
村 田洋三(山形大 ・理)、 佐藤夏雄、山岸久雄、行松 彰、菊池雅行(極 地研)
巻田和男(拓 殖大)、　Yang　HUigen　 (中国極地研/極 地研)、　Liu　Ruiyuan　 (中国極地研)
　　　　　　　　 Periodic　 structures　 of　visible　 auroras
　 　 andSyowaEastHFradarechoesoverZhongshanStation
Y　 Murata　 (Yamagata　 Univ),　 N.　Sato,　 H.　Yamagishi,　 A.　S.　Yukimatu,　 M.　 Kikuchi　 (NIPR)
　 K　 Makita　 (Takushoku　 Univ),　 H.　Yang　 (PRI　 of　China/NIPR),　 R.　Uu　 (PRI　 of　China)
The　 geomagnetic　 and　 geographic　 latitudes　 at　Zhongshan　 Station　 are　 ～74.5° 　and～69.4° 　 degrees,　 respectively.　 The
field　 of　views　 of　Syowa　 East　 HF　 Radar　 covers　 over　 Zhongshan　 Station.　 Periodic　 structure　 ofHF　 radar　 echoes　 with
period　 of　 ～5-10　 minutes　 were　 found　 in　the　 period　 of　12:10　 (UT)　 to　13:50　 (UT)　 in　3　August　 1997.　 Fortunately　 interesting
visible　 auroras　 were　 observed　 simultaneously　using　 a11-sky　 TV　 cameras.　 One　 of　the　 most　 interesting　 characteristics　 of
visible　 auroras　 is　quasi-periodic　 variations　 in　the　 intensity　 and/or　 spatial　 variation　 of　auroras.　IMF　 Bz　 v ried　 ・5～+5
during　 the　 time　 period.　 We　 examined　 in　detail　 the　 relation　 between　 the　 visible　 auroras　 and　 HF　 radar　 echoes.
昼側のオーロラについてはこれまで様々な研究が行われているが、その細かい空間的、時間的
発展は まだよ くわかっていない。1997年2月 よ り昭和基地第二 レーダー(Syowa　 East　HF　Radar)
がその稼動を始めてお り、特別観測も順次行われている。また、昭和第二 レーダーの特色の一つ
は、中国中山基地上空 をカバー している ことである。中山基地の地理緯度、地磁気緯度はそれぞ
れ～69.4°,～74.5° であ り、特に昼間側 の午後におけるcusp/cleft領 域付近を観測するのに適
している。
1997年8月3日 には、昭和第二 レーダーが中山基地上空を高時間分解能で観測 していた。幸
運 にもこの日の中山基地は快晴で、地上の全天TVカ メラとの同時観測ができ、これ まで にない
両者の比較研究が可能 となった。
初期の解析結果では、この日の12時10分(UT)か ら13時50分(UT)(MLT=UT+1.3h)にかけて、
HFレ ーダー及び全天TVカ メラにそれぞれ午後側現象に特徴的である時間的/空 間的な周期現
象が得 られた。この時の周期は5～10分 の準周期的現象であった。全天TVカ メラでは東西にの
びたアーク状のオーロラが9回 にわたり明滅を繰 り返 し、その空間的変動 においてはmUltiple
arcやvortexを 伴 うもの、アーク(またはアークの一部)が低緯度か ら高緯度へ次々に移ってい く
姿が確認できた。 この時間帯のHFレ ーダーのエコーにも似たような周期的変動が確認できた。
このような早い周期現象は高い時間分解能の観測になってはじめて可能 となった。特 に ドップラ
ー速度 の変動は、エコー強度の変動よりも短 い周期で、かつ急激に方向が変化 していた。なお、
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1997年7月15日 に北 極SuperDARNで 観 測 され た
カ ス プ付 近 のIrregularitie8
小゜ 川 忠 彦
,西 谷 望,　 S,　Buchert(名 大STE研),　 SuperDARNPIs
Arctic　 SuperDARN　 Observations　 of　Cusp　 IrregUlarities　 on　 JUIy　 15,　 1997
゜T .　Ogawa,　 N.　Nishitani,　 S,　Buchert　 (STE　 Lab.,　 Nagoya　 Univ.),　 and　 SuperDARN　 PIs
F　region　 decameter・irregularities　observed　 between　 1000　 and　 1130　 UT　 on　 July　 15,　 1997　 with　 two　 arctic
SuperDARN　 HF　 radars,　 whose　 fields　 of　view　 cover　 the　F　region　 ionosphere　 over　 the　EISCAT　 Svalbard　 radar
(ESR),　 are　 discussed　 to　explore　 a　possible　 relation　 between　 irregularity　 production　 and　 ion　 outflow　 event
detected　 with　 ESR　 These　 irregularities　 occurred　 and　 persisted　 around　 the　 dayside　 cusp　 region　 where　 the
evening　 plasma　 convection　 turns　 rapidly丘om　 sunward　 to　antisunward　 direction.　 For　 a　certain　 period　 the
most　 active　 irregularities　 covered　 the　 field　 of　view　 of　ESR　 that　 was　 detecting　 ion　 outflows,　 suggesting　 a
certain　 physical　 relationship　 between　 electric　 fields　 and/or　 upward　 field-aligned　 currents　 produc㎞g　 the
irregUlarities　 and　 ion　acceleration　 resulting　 in　the　 outflow.
1997年7月15日0830-1130UTに 、 幾 つ か の 興
味 あ る 現 象 が 昭 和 基 地SuperDARNレ ー ダ ー1行 松
他 、 私 信 】及 びEISCAT・Svalbard(ESR)レー ダ ー で
観 測 され た 。 本 発 表 で は 、　ESR上 空 で 観 測 さ れ
た イ オ ン 流 出(ion　 outflow)　 【Buchert　 et　al.,　1998
SuperDARN　 WS]に 関 係 し て い る と 思 わ れ る カ ス
プ 付 近 の　irregularities　 の 振 る 舞 い に っ い て 、　Fin・
landと 　Iceland・EastのSuperDARNレー ダ ー の デ
ー タ を 用 い て 議 論 す る。
イ オ ン 流 出 は 概 略1010・1130UT(UT=MLT-3.5
h)に 高 度200km以 上 で 観 測 さ れ た 。 こ の 期 間 の
IMF・Bvは ～-10nT、Bzは0～-5nTで あ り 、
昼 間 カ ス ブ 付 近 のF層 は あ る 程 度 の 擾 乱 を 受 け る
た め 、　irregularities　 の 出 現 が 期 待 さ れ る。 事 実 、
こ の 期 間 にlceland・East　 (Fig.　 1)とFinlandレ ー ダ
ー で 得 ら れ た ド ッ プ ラ ー 速 度 と プ ラ ズ マ 対 流 モ デ
ル(Heppner　 and　 Maynard,　 1987)　 を 比 較 した 結
果 、 レ ー ダ ー エ コ ー は 、 夕 方 側 オ ー ロ ラ 帯 の 太 陽
向 き 対 流 が 大 き く カ ー ブ して 反 太 陽 方 向 に 向 き を
変える付近 に集 中 してい る。 さらに、エコー領域
は東 西方 向に細長い構造 を持ち、 ドップラースペ
ク トル のスペ ク トル幅が拡がってい るなど、カス
プ特有の性質 を示 してい る。 これ らの事実 か ら、
irregularitiesは プラズマ 対流が太 陽方向か ら反太
陽方向 に急激に逆転するカスプ付近の領域 におい
て、何 らかのプ ラズマ不安定過程 を経て生成 され
輸送 された もの と理解できる。　Irregularitiesは 、
初期の段階 ではイオ ン流出が観測 されてい たESR
上空か ら西に離れた場所 に出現 していたが、期間
後半ではESR上 空 を覆った。
Irregularitiesを 作 るプ ラズマ不安 定の候補 と し
て　gradient・driftや 粒 子 降下(上 向 き 沿磁 力 線 電
流)が 考 え られ る。　ESRで 観 測 された イオ ン流
出とHFレ ー ダーで観測 されたirregularities(あ る
いは水 平電場)が 如何 な る関係 にあ るのか 、ir-
regularitiesを 作るプラズマ不安定 とイオ ンの加速
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Fig.　 1.　Range・time・intensity　 plot　 of　echoes　 observed　 with　 beam　 5　0f　the　 Iceland-East　 HF　 radar　 on




福゜ 本 匡 章[1]
、 西 谷 望[1]、 小 川 忠 彦[1]、 佐 藤 夏 雄[2]、 山 岸 久 雄[2]、 行 松 彰[2]
[1]名 古 屋 大 学 太 陽 地 球 環 境 研 究 所 、[2]国 立 極 地 研 究 所
Statistical　 analysis　 of　cross--correla.tion　 between　 the　 parameters　 obtained　 with　 the　HF　 radar
°Masaaki　 Fukumoto[1],　Nozomu　 Nishitani[1],　 Tadahiko　 Ogawa[1],　 Natsuo　 Sato[2],
Hisao　 Yamagishi[2]、 　 Akira　 Sessai　 Yllkimatsu[2],　 [1]Solar-Terrestrial　 Environment　 Laboratory,
Nagoya　 university,　 [2]Natiollal　 Institute　 of　Polor　 Research
αbstTαct　 :　Statistical　analysis　has　l)een　made　 of　the　cross-correlation　 between　 the　parameters
(echo　 power,　 DopPler　 velocity　 and　 spectral　width)　 obtained　 with　 the　Syowa　 Station　 HF　 radar.
There　 is　a　positive　correlation　 between　 the　absolute　 values　of　Doppler　 velocity　and　of　echo　power.
This　relationship　 is　interpretecl　in　tenns　of　the　gradient-drift　 instability,　which　 is　the　most　probable
cause　 of　generating　 decameter-scale　 irreguralities　in　the　F-layer　 ionosphere.　 Spectral　 width　 and
echo　power　 have　negative　 correlatio11.
SllperDARNネ ッ トワー クは1995年 よ り本 格 的 な稼働 を始 め 、これ らの レ ーダ ーで 得 られ る3っ
のパ ラ メー タ(エ コー 強度 、 ドップ ラー速度 、 スペ ク トル幅)を 用い て様 々な研究が な され てい る。
本研 究で は 、南極 昭 和 基 地の 第一 レー ダーの .1995年9月 のデ ー タにつ いて 、3つ のパ ラ メー タの
分 布 や各 パ ラ メー タ間の 相 関 を調 べ た 。 主 な結 果は 以 下 の通 りで あ る。
1.ド ップ ラ ー速 度 の絶 対値 とエ コー強 度 の間 に は 、全 体 的 に正 の相 関が あ る。 これ は 、エ コー を
散 乱 す る電 離 層 のirreguralitiesがgradiellt-drift　 instabilityに よ り生 成 され てい るた めで あ る
と考 え られ る。
2.1で 述 べ た相 関の強 さは 、地 方時 に依 存 し、電 離 圏対 流 の方 向 とレ ーダ ーの ビー ムの なす 角 度
が 小 さい 時 間帯 に 、比較 的強 い相 関 を示 して い る。
3.ス ペ ク トル 幅 とエ コー強 度 の 間には 、負の相 関が あ る。 ノ イズ の相対 的 な影 響 な どが 考 え られ
るが 、距離 に よる電 波 の減 衰 を補 正 して も 、相 関 に大 きな変 化 は な く、これ 以外 の 、散乱 され
たエ コーの位 相 の 不 一 致 などが 原 因 と して考 え られ るが 、結 論 には至 ってい ない 。
4.ド ップ ラ ー速 度 と スペ ク トル 幅の 間 には 、特 に相 関 は 見 られ な い。 しか し、10-14MLTの 領 域
に負(極 方 向)の ド ップ ラー速度が 大 き く、 スペ ク トル 幅 の大 きな領 域が 見 られ た 。 これ は 、
cusp付 近 のirreguralitiesに よるエ コー を観 測 してい る と思 われ る。
今 後 、　K-indexに よ り分割 したデ ー タや緯 度 、　MLTで 分割 したデ ー タを用 いて 、それ ぞれ の依 存性
など 、 よ り詳 しい解 析 を 行 な う。
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Abstract.　 Dynamics　 of　ionospheric　 convection　 has　 been　 studied　 by　 using　 the　 HF　 radar　 data.　 We　 consider
scheme　 of　obtaining　 the　 statistical　 characteristics　 of　the　 ionospheric　 response　 associated　 with　 certain
signature　 of　IMF　 changes.　 We　 examine　 the　 result　 of　the　 two-step　 response　 following　 a　sudden　 southward
turning　 of　the　 IMF,　 proposed　 by　 the　 event　 study　 by　 Nishitani　 et　a1.　[1998].
筆者 らは今 まで、1995年9月5日 の17時16分 にIMP-8衛 星で観測 された、IMFBzの+6nTか ら一19nT
というきわめて急 激な変化 に伴 う電離圏対流の振 る舞 いについて研究 を進 めてきた(Nishitani　 et　al.,　1997
Fall　AGU　 meeting等)。 結論 として筆者 らは、一つのIMF　 Bzの 急激 な南向 きへの変化 に対 して電離圏対流
が二種類の応 答を持つことを指摘 している。す なわち、一つは磁気音波の伝播 に伴 うと考え られる非常 に高
速の変動の伝搬、もう一つはIMF構 造の不連続面が磁気圏尾部 に到達する ことによると思われる電離圏対流
の応答である(図1参 照)。 また、二番 目の応答の時間に極冠部の降下粒子のパ ターンが、IMFBzの 北向 き
と南向 きの性 質の入 り交 じった、非常に過渡的 な構造 を示 してお り、上記の過程の正 しさを支持す る結果 も
出 している。
以上の結論 は、単一のイベ ン トの解析か ら得 られた ものであ り、一般的に成立す るかどうか については、
議論の余地が多い。本研究 は、同一の性質 を持つ例 を複数集め、共通 して成 り立 つ性質についてSuperposed
Epoch　Analysis等 を駆使 して議論を行 うことを最終目標 とする。現時点では、この課題の研究 はまだ始 まっ
たばか りであるが、講演では最新の結果について報告する。
また、STE研 における解析システムを使用 した大容量 データ処理の現状 についても、報告する予定で ある・











Figure　 1:　Schematic　 View　 of　responses　 of　ionospheric　 convection　 following　 a　sudden　 southward　 turning　 of
the　 IMF.
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